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上水道の業務状況 平成31 年3 月31 日現在
　地方公営企業法第40条の 2の規定により都留市水道事業の業務状況を次のとおり公表します。

収入済額
上半期計 134,843,885円
下半期計 149,539,060円
年間計 284,382,945円

1　水道料金の状況

配水量 1 日平均配水量 有収水量
上半期計 1,984,978㎥ 10,847㎥ 1,201,426㎥
下半期計 2,027,337㎥ 11,139㎥ 1,189,912㎥
年間計 4,012,315㎥ 10,993㎥ 2,391,338㎥

2　給水状況

病院事業の業務状況 平成31 年3 月31 日現在
　地方公営企業法第40条の 2の規定により都留市病院事業の業務状況を次のとおり公表します。

1　患者状況（病院）
外　来 入　院

上半期計 51,277 人 12,822 人
下半期計 52,276 人 14,311 人
年間計 103,553 人 27,133 人

2　入所状況（老健）
入　所 通　所

上半期計 14,513 人 1,205 人
下半期計 14,714 人 1,087 人
年間計 29,227 人 2,292 人

3　事業収益の状況
収入済額

医業収益 年間計 2,102,447,705円
介護老人保健事業収益 年間計 396,618,021円

事業収益年間計 2,499,065,726円

平成30 年度の財政状況を公表します
　この公表は、地方自治法第243条の３第１項及び都留市財政状況の作成及び公表に関する条例の規定に基づき、
市民の皆さまに本市の財政状況をお知らせすることによって、市財政についてご理解をいただき、市政の発展に
ついてのご助言とご協力を得るため、毎年５月と 11 月に公表しているものです。
　今回は、３月31 日までの財政状況をお知らせします。
■平成30 年度予算執行状況等（平成31 年３月31 日・単位：千円）

会　　計　　別 予算額
（繰越額含む）

執行額（見込み） 形式収支
A － B

翌年度に繰越
すべき財源 C

実質収支見込
A － B － C歳入 A 歳出 B

一　般　会　計 14,620,855 13,837,239 13,301,285 535,954 30,163 505,791

その他の特別会計 8,113,977 7,965,583 7,714,254 251,329 0 251,329

■市民負担の状況
平成30 年度見込（千円）
歳入総額　13,837,239
うち市税　  3,883,554

■市債の状況
平成30 年度見込（千円）
市債残高　12,390,814
公  債  費　   1,251,438
借  入  額　      985,270

■基金の状況 ■市の財産
平成30 年度見込（千円）
財政調整基金　2,837,073
市債管理基金　　    7,055
その他の基金　4,740,964

ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）について！
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。■寄附をいただいた事業別一覧

事　業　名 寄附件数 寄附金額

豊かな産業のあるまちづくり事業 178 件 5,524,000 円

子育てと生きがい・健康長寿を支えるまちづくり
事業 109 件 2,142,000 円

教育と文化のまちづくり事業 43 件 1,117,000 円

人と自然がいつまでも輝くまちづくり事業 58 件 1,404,000 円

安全・安心に暮らせるまちづくり事業 36 件 750,000 円

学生が活躍するまちづくり事業 53 件 976,000 円

公立大学法人都留文科大学関係事業 3 件 50,000 円

その他まちづくり事業 1 件 10,000 円

人のつながりを紡ぐまちづくり事業 18 件 420,000 円

合　　　計 499 件 12,393,000 円
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土　　地　   423 万4,348㎡
建　　物　　 15 万4,766㎡
有価証券　3,184 万9 千円
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　今月号では、高齢者の安全対策委員会の
活動のようすと、本市における一般負傷の
現状についてデータを用いて紹介します。
　この委員会は、介護事業所等関係者、社
会福祉協議会、民生委員、鶴寿大学、老人
クラブ連合会、医学研究所、医療関係の代
表者など、13名で構成されています。
　第3回の合同会議の際のワークショップでは、委員会をＡ・Ｂの 2班に分けてデータ
に基づいた高齢者の安全対策に関わる客観的な意見を出し合い、現状のデータから具体
的な対策に繋げるためにはこのデータで十分なのか、これ以外にも新たなデータが必要
なのかなどの視点から、多くの意見が交わされました。
　以下、本市で起こっている一般負傷の現状を、消防署の救急搬送データの数値で紹介
します。

【高齢者の安全対策対策委員会】

ＳＣちょこっと豆知識

　昨年4月にセーフコミュニティの取組開始宣言を行い、以後、推進協議会をはじめとする組織を立ち上げ、現在
は 6つの分野別対策委員会において様々なデータに基づいた本市の課題の抽出に取り組んでいるところです。ＷＨ
Ｏが推奨する（認証は国際セーフコミュニティ認証センター）認証取得までの大まかなスケジュールは次のとおりで
すが、今以上に安全で安心な市を目指すには、これからの取り組みが重要となります。引き続き市民の皆さまのご
理解とご協力をお願いします。

　年齢層別にみると高齢者が多く 65歳以上が全体の約6割を占
めています。特に 80歳代とその前後の高齢者で多く発生してい
ますが、「0 ～ 4歳」でも多く発生しています。

　「転倒」が最も多く、「転落」を含めると
全体の 7割近くを占めます。これを年齢
層別にみてみると、65歳以上の高齢者
の「転倒」・「転落」が 7割を占め、この年
齢層への対策が求められます。

◆一般負傷による救急搬送の受傷
　原因別件数（2017 年）

◆一般負傷による救急搬送の
　年齢層別件数（2013 ～ 2017 年）
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転倒 120 人
転落 20 人
物への接触 9 人
落下物との接触 1 人
ヒトとの接触・衝突 1 人
熱及び高温物質との接触 2 人
無理な頑張り 3 人
食物の誤嚥・誤飲 9 人
その他の誤嚥・誤飲 6 人
挟まれ・巻き込まれ 1 人
虫・動物等の刺され・咬まれ 7 人
異物侵入 1 人
溺れ・溺水 2 人
不詳 11 人
その他 17 人

2018.4
2018.10 ～※今はこの段階！

2020.5ごろ

2021.8ごろ2021.4ごろ

ＳＣ取組開始宣言 分野別対策委員会・協働のまちづくり
推進会などで取組み 事　前　指　導

認証取得にかかる申請書提出 現地審査（本審査）   認　　　　証
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つる市政 Topics

　4 月7 日（日）、谷村第一小学校グランドにおいて、平成31 年度都留市消防団員辞令交付式が行われ、新入団員38
名と新役員を合わせて 145 名に辞令が交付されました。

平成31 年度都留市消防団辞令交付式
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桂町地区（第1 号）・与縄地区（第2 号）の
　　　　　　　地区防災計画が完成しました！
　大規模災害が発生した場合には、地域での助け合い（共助）による協力体制が必要不可欠です。災害時に混乱が生じ
ないよう、日頃からの備えや地域での支援体制などを強化するため、モデル地区として、地域間での防災ルール（地
区防災計画）の策定を進めていた桂町・与縄地区の「地区防災計画」が完成しました。

【防災・減災に関する問合先】
総務課　行政防災室　危機管理担当　☎（46）0111（直通）

地区防災計画を策定した桂町・与縄地区は、次のように変わる！

◆防災役員が変わっても、毎年、地
区防災計画に規定された取り組みを
実施することにより、防災活動が活
発に行われます。

◆全世帯へ地区防災計画が配布され
ることにより、みんなが地域の防災
対策・危険箇所などを把握・共有で
きます。

◆災害弱者への支援体制、避難手
順・避難方法などが明確になり、災
害発生時に落ち着いて対応できるよ
うになります。

≪地区防災計画を策定して良かったことは何ですか≫
　市に頼らず、桂町住民が主体的に考え、桂町地区の特性にあった独自の防災
ルールが策定できました。たくさんの桂町地区住民が参加され、計画策定に関
わってくれたことに大変うれしく思います。
≪地区防災計画に期待することは何ですか≫
　防災、減災を市、県、国に頼るのではなく、自分達が何をするのかを考える
きっかけになってくれたら良いと思います。

≪地区防災計画を策定して良かったことは何ですか≫
　防災まち歩きを行い、地域の危険個所を共有することができました。
　地域のみんなで、真剣に防災対策を考える機会を持つことができ、防災意識
の向上が図られました。
≪地区防災計画に期待することは何ですか≫
　与縄地区は、山や河川などの多くの危険箇所が存在します。この地区防災計
画が防災活動の基本となり、「ひとりの犠牲者も出さない」ことを目的に、与縄
地区の全住民が協力して防災対策に取り組んでいきます。

【桂町地区防災計画】

桂町自主防災会長　加藤 裕一さん

【与縄地区防災計画（日影、日向、上手による合同作成）】

　　   与縄地区防災計画推進会
　　      代表　野武 一雄さん

平常時の取り組み
防災訓練や備蓄、
　リーダー育成計画などを規定

防災活動の見える化
　マップに避難場所や
　　　　危険箇所などを掲載

災害発生時の対応
　安否確認・避難行動の
　　　　　方法などを規定
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項　目 水温 ＰＨ※1 ＢＯＤ※2 ＳＳ※3 ＤＯ※4 大腸菌群数※5  全窒素※6 全リン※7

桂　川

 境・境橋上 11.8 8.1 0.5 未満 0.6 11.0 110 0.92 0.140
 田原・合流点上 12.6 7.8 0.5 未満 0.5 10.0 1100 1.00 0.110
 下谷・院辺橋合流点上 12.2 8.0 0.5 0.8 11.0 1300 1.40 0.140
田野倉・桂川大橋下 13.0 8.3 0.7 0.7 11.0 170 1.20 0.110

鹿留川  沖・足田川橋 7.8 7.5 0.6 1.4 12.0 240000 0.38 0.026
 古渡・おなん淵上 10.2 7.6 0.8 1.3 11.0 5400 1.20 0.160

菅野川

 菅野・人家はずれ 7.3 7.6 0.5 未満 0.5 未満 11.0 2 0.14 0.006 未満
 大津・熊井戸取水口 10.6 7.7 0.5 未満 0.8 11.0 140 0.20 0.014
 玉川・合流点上 8.2 7.2 1.6 0.6 9.5 9200 2.10 0.150
 九鬼・合流点上 14.0 7.9 0.6 0.9 10.0 5400 1.30 0.100

家中川
 田原・田原神社横 11.0 7.8 0.5 未満 0.7 11.0 5400 1.00 0.130
 上谷・市役所前 10.0 7.7 0.5 未満 0.8 11.0 13000 1.10 0.140
 四日市場・信号横 10.0 7.6 1.9 1.2 11.0 11000 2.10 0.250

大幡川  下大幡  ・大門取水口 9.2 7.2 0.5 未満 0.5 未満 11.0 45 0.59 0.006 未満
 金井・合流点上 13.5 7.9 1.0 1.3 11.0 24000 1.70 0.140

戸沢川  上戸沢  ・せせらぎ荘上 7.1 7.7 0.5 未満 0.5 未満 12.0 4.5 0.10 未満 0.006 未満
 玉川・合流点上 10.3 7.4 0.8 0.5 未満 10.0 9200 1.20 0.070

朝日川  朝日曽雌・合流点上 10.8 7.9 0.5 未満 0.5 未満 11.0 17 0.21 0.006 未満
 井倉・合流点上 14.1 7.2 0.5 未満 0.5 未満 9.5 11 0.81 0.006

柄杓流川  上夏狩  ・湯の沢橋 11.7 7.9 0.5 未満 0.7 10.0 490 1.30 0.110
 十日市場・合流点上 12.2 7.8 0.5 1.3 10.0 2400 1.40 0.160

寺　川  下谷・都留ｲﾝﾀｰ線起点横 10.1 7.7 2.1 1.8 10.0 11000 1.80 0.220
中　川  中谷・家中川合流点 10.3 7.5 2.8 2.9 9.8 35000 2.30 0.270

　

市
で
は
、
毎
年
市
内
の
主
要
河
川
を

対
象
に
水
質
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

過
去
10
年
間
の
水
質
の
移
り
変
わ

り
を
見
る
と
、
そ
の
年
に
よ
っ
て
多

少
の
ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
と

ん
ど
水
質
に
変
化
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

今
年
２
月
に
実
施
し
た
水
質
検
査

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
用
語
説
明
】

※
１　

Ｐ
Ｈ（
水
素
イ
オ
ン
濃
度
指

数
）　

酸
性
、
ア
ル
カ
リ
性
を
示
す

指
標
と
な
る
も
の
で
す
。
７
が
中
性

と
さ
れ
、
７
未
満
で
酸
性
、
７
を
超

え
る
と
ア
ル
カ
リ
性
と
な
り
ま
す
。

※
２　

Ｂ
Ｏ
Ｄ（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求

量
）　

水
中
の
有
機
汚
濁
物
質
を
分

解
す
る
た
め
に
微
生
物
が
必
要
と
す

る
酸
素
の
量
の
こ
と
で
す
。
値
が
大

き
い
ほ
ど
汚
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

※
３　

Ｓ
Ｓ（
浮
遊
物
質
量
）

　

水
中
に
け
ん
だ
く
し
て
い
る
直
径

２
㎜
以
下
の
不
溶
解
性
の
粒
子
物
質

の
こ
と
で
す
。
水
の
濁
り
の
原
因
と
な

る
ほ
か
、
太
陽
光
線
の
透
過
を
妨
げ
、

水
中
生
物
に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。

■表1　水質調査結果

類　型 ＰＨ ＢＯＤ ＳＳ ＤＯ 大腸菌群数 類　型 全窒素 全リン

ＡＡ 6.5 以上、8.5 以下 1mg/l 以下 25mg/l 以下 7.5mg/l 以上 　 50MPN/100ml 以下 Ⅰ 0.1mg/l 以下 0.005mg/l 以下
Ａ 6.5 以上、8.5 以下 2mg/l 以下 25mg/l 以下 7.5mg/l 以上 1,000MPN/100ml 以下 Ⅱ 0.2mg/l 以下 0.01mg/l 以下
Ｂ 6.5 以上、8.5 以下 3mg/l 以下 25mg/l 以下 5.0mg/l 以上 5,000MPN/100ml 以下 Ⅲ 0.4mg/l 以下 0.03mg/l 以下
Ｃ 6.5 以上、8.5 以下 5mg/l 以下 50mg/l 以下 5.0mg/l 以上 － Ⅳ 0.6mg/l 以下 0.05mg/l 以下
Ｄ 6.0 以上、8.5 以下 8mg/l 以下 100mg/l 以下 2.0mg/l 以上 － Ⅴ 1.0mg/l 以下 0.1mg/l 以下

■表2　『生活環境の保全に関する環境基準』に定める河川の類型別基準値

※
４　

Ｄ
Ｏ（
溶
存
酸
素
量
）

　

水
に
溶
解
し
て
い
る
酸
素
の
量
を

示
し
ま
す
。
水
生
生
物
の
生
息
に
必

要
で
あ
り
、
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
水

生
生
物
の
生
息
に
お
い
て
良
好
な
環

境
と
い
え
ま
す
。

※
５　

大
腸
菌
群
数　

　

水
中
に
存
在
す
る
大
腸
菌
群
の
数

の
こ
と
で
す
。

※
６　

全
窒
素

　

水
中
の
富
栄
養
化
の
指
標
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
窒
素
は
、

植
物
の
生
育
に
不
可
欠
な
も
の
で

す
が
、
大
量
な
窒
素
が
水
中
に
あ

る
と
富
栄
養
化
が
進
み
、
植
物
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
の
異
常
増
殖
を
引
き

起
こ
す
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
７　

全
リ
ン

　

中
の
富
栄
養
化
の
指
標
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
リ
ン
は
、
窒
素

と
同
様
に
植
物
の
生
育
に
不
可
欠
な

も
の
で
す
が
、
大
量
の
リ
ン
が
水
中

に
あ
る
と
富
栄
養
化
が
進
み
、
植
物

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
異
常
増
殖
を
引
き

起
こ
す
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
内
の
河
川
水
質
検
査
結
果
を
公
表
し
ま
す

つる市政 Topics
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職員（専門職）の先行採用のお知らせ【土木・建築・社会福祉士】
申込・問合先：総務課

職員担当

採
用
職
種

行
政
職（
土
木
）、
行
政
職（
建
築
）、

行
政
職（
社
会
福
祉
士
）

採
用
人
数　

若
干
名

受
験
資
格　

昭
和
55
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
で
、
次
の
各
要
件
を
満
た
す
者
。

【
行
政
職（
土
木
）】

　

大
学（
土
木
に
関
す
る
課
程
）を
卒

業（
令
和
２
年
３
月
卒
業
見
込
み
を

含
む
）以
上
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
等

以
上
の
資
格
を
有
す
る
者

【
行
政
職（
建
築
）】

　

大
学（
建
築
に
関
す
る
課
程
）を
卒

業（
令
和
２
年
３
月
卒
業
見
込
み
を

含
む
）以
上
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
等

以
上
の
資
格
を
有
す
る
者

【
行
政
職（
社
会
福
祉
士
）】

　

大
学
を
卒
業（
令
和
２
年
３
月
卒
業

見
込
み
を
含
む
）以
上
で
、
社
会
福
祉

士
の
資
格
を
有
す
る
者

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条

項
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
、
ま

た
は
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
は
受

験
で
き
ま
せ
ん
。

※
い
ず
れ
の
職
種
も
高
等
学
校
卒
業
の

場
合
は
当
該
職
種
に
か
か
る
社
会
人
経

験
年
数
が
５
年
以
上
の
者
に
限
る
。

受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

　

試
験
申
込
書
を
５
月
10
日（
金
）か

ら
６
月
５
日（
水
）ま
で
に
総
務
課
職

員
担
当
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ

り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

試
験
案
内
は
５
月
10
日（
金
）か
ら

総
務
課 

職
員
担
当
に
て
配
布
し
ま
す
。

※
郵
送
の
場
合
、
６
月
５
日（
水
）ま

で
に
到
着
し
た
も
の
に
限
り
有
効
。

試
験
日

第
１
次
試
験（
筆
記
試
験
）　

　

試
験
日　

６
月
30
日（
日
）

　

※�

土
木
、
ま
た
は
建
築
に
関
す
る

資
格
を
有
す
る
場
合
に
は
、
筆

記
試
験
の
う
ち
、
専
門
試
験
の

受
験
を
免
除
し
ま
す
。

第
２
次
試
験（
面
接
等
）

　

�

試
験
日　

８
月
上
旬
予
定

第
３
次
試
験（
面
接
）

　

�

試
験
日　

９
月
上
旬
予
定

※
採
用
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は

試
験
案
内
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

総
務
課 

職
員
担
当
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
行
政
職（
一
般
事
務
職
）等
の
採
用

試
験
に
つ
い
て
は
広
報
つ
る
７
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条

（
欠
格
条
項
）

１　

成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

２　

�
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の

執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る

ま
で
の
者

３　

�

当
該
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
懲

戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当
該
処

分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過
し
な
い
者

４　

�

人
事
委
員
会
又
は
公
平
委
員
会
の

委
員
の
職
に
あ
つ
て
、
地
方
公
務

員
法
に
規
定
す
る
罪
を
犯
し
刑
に

処
せ
ら
れ
た
者

５　

�

日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お

い
て
、
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下

に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊

す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の

他
の
団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ

に
加
入
し
た
者 

職員の随時募集について【市立病院・介護老人保健施設「つる」】
問合先：下記記事内を

ご確認ください
　

市
立
病
院
及
び
介
護
老
人
保
健
施

設「
つ
る
」に
お
い
て
、
有
資
格
者
の

随
時
募
集
を
行
い
ま
す
。

◎�

看
護
師
の
資
格
取
得
の
た
め
に
借

入
れ
た
奨
学
金
の
返
済
資
金
助
成

制
度
が
あ
り
ま
す
。

◎�

助
産
師
、
認
定
看
護
師
等
資
格
取

得
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◎�

院
内
保
育
所「
み
は
ら
し
」に
お
子

様
を
あ
ず
け
て
、
安
心
し
て
働
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

採
用
職
種　
薬
剤
師
、
看
護
師
、
助

産
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、

介
護
福
祉
士

採
用
人
数　
い
ず
れ
も
若
干
名

受
験
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
、
地

方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条
項

（
上
記
参
照
）に
該
当
し
な
い
方

○
薬
剤
師
、
看
護
師
、
助
産
師
、
理

学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
…
昭
和
45

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

○
介
護
福
祉
士
…
昭
和
49
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

　

①
受
験
申
込
書
、
②
身
上
書
付
履

歴
書
、
③
募
集
職
種
の
免
許
証
の
写

し
、
④
写
真
1
枚（
履
歴
書
に
貼
付

し
た
も
の
と
同
じ
写
真【
４
cm
×
３

cm
】、
裏
面
に
氏
名
を
記
入
）、
⑤
受

験
票
返
送
用
長
形
3
号
封
筒（
郵
送

に
よ
る
応
募
の
場
合
、
返
送
先
住
所

及
び
氏
名
を
記
入
の
う
え
、
３
９
２

円
分
の
切
手
を
貼
付
）を
５
月
７
日

（
火
）か
ら
31
日（
金
）ま
で
に
市
立
病

院 

総
務
企
画
課 

総
務
企
画
担
当
ま

で
持
参
、
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
書
類
は
５
月
７
日（
火
）か
ら

市
立
病
院 

総
務
企
画
課 

総
務
企
画

担
当
に
て
配
布
し
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

試
験
日

１
次
試
験（
全
職
種
）作
文
試
験
、
一

般
性
格
診
断
検
査
、（
看
護
師
・
助

産
師
の
み
）看
護
師
適
性
検
査

　

日　

時　

６
月
15
日（
土
）９
時
～

　

会　

場　

市
立
病
院
北
棟
３
階
講
堂

２
次
試
験（
面
接
試
験
）

　

日　

時　

７
月
上
旬
ご
ろ

合
否
通
知
　
７
月
下
旬
ご
ろ

採
用
予
定
日　
９
月
１
日（
日
）か
ら

※
た
だ
し
、
随
時
募
集
の
た
め
、
採

用
日
は
個
別
に
設
定
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
先

〒
４
０
２
―
０
０
５
６

都
留
市
つ
る
５
―
１
―
55

市
立
病
院 

総
務
企
画
課 

総
務
企
画

担
当

　

☎（
45
）１
８
１
１
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特定任期付職員の募集について
申込・問合先：総務課

職員担当

採
用
予
定
人
員　

特
定
任
期
付
職
員（
老

健
つ
る
在
宅
支
援
部
）　　

１
名

職
務
内
容　

介
護
老
人
保
健
施
設「
つ
る
」

に
お
い
て
、
在
宅
支
援
部
介
護
科
を
中
心

に
、
現
場
の
統
括
管
理
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
構
築
、
介
護
報
酬
改
定
へ
向
け

た
諸
準
備
、
経
営
企
画
・
経
営
改
善
な
ど

の
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

任　

期　

７
月
１
日
～
令
和
６
年
３
月
31
日

※
採
用
日
に
つ
い
て
は
応
相
談
。

給　

料　

給
料
は
一
般
職
の
任
期
付
職
員

の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
基
づ

き
、
採
用
者
の
経
歴
な
ど
を
勘
案
の
う

え
、
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
通
勤
手
当
、

期
末
手
当
な
ど
の
諸
手
当
が
支
給
要
件
に

応
じ
支
給
さ
れ
ま
す
。　

受
験
資
格

・�

昭
和
41
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

・�

介
護
施
設
な
ど
の
管
理
業
務
等
従
事
経
験
者

・
介
護
支
援
専
門
員
資
格
保
有
者

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条
項

（
７
頁
参
照
）の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

　

受
験
申
込
書
を
５
月
15
日（
水
）ま
で
に

総
務
課 

職
員
担
当
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
受
験
案
内
及
び
申
込
書
は
総
務
課 

職
員
担
当
で
配
布
し
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能
で
す
。

試
験
日

第
１
次
選
考（
小
論
文
、
書
類
選
考
、
面
接
）

　

５
月
22
日（
水
）

第
２
次
選
考（
面
接
）　

６
月
上
旬

合
格
発
表　

６
月
中
旬

移住コンシェルジュの募集について
申込・問合先：企画課

つる創生推進室
　

本
市
へ
の
さ
ら
な
る
移
住
・
定
住
の
促

進
を
目
的
と
し
て
、
平
成
28
年
度
か
ら

「
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
制
度
」を
設
け
、

市
内
で
開
催
さ
れ
る
見
学
ツ
ア
ー
や
各
種

移
住
相
談
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
数
名
の
市
民
の
方
に
移
住
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
本
年
も
こ
の
流
れ
を
よ
り

推
進
し
、
移
住
希
望
者
の
円
滑
な
受
け
入

れ
を
行
う
と
と
も
に
、「
生
涯
活
躍
の
ま

ち
・
つ
る
事
業
」を
は
じ
め
と
す
る
都
留

市
の
多
く
の
取
り
組
み
や
魅
力
を
発
信
す

る
た
め
、
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
募
集

を
行
い
ま
す
。

募
集
人
数　

若
干
名

主
な
活
動
内
容

①
移
住
希
望
者
へ
の
相
談
対
応
及
び
受
け

入
れ
支
援

②
市
が
実
施
及
び
出
展
す
る
移
住
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加

③
移
住
・
定
住
に
関
す
る
情
報
発
信

④
移
住
者
に
対
す
る
移
住
後
の
支
援
な
ど

任　

期　

最
長
２
年（
再
任
可
）

報　

償　

活
動
内
容
に
応
じ
、
予
算
の
範

囲
内
で
お
支
払
い
し
ま
す
。

申
込
方
法　

登
録
申
込
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
登
録
申
込
書
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

選
考
基
準　

移
住
・
定
住
や「
生
涯
活
躍

の
ま
ち
・
つ
る
」構
想
に
関
す
る
市
の
方

針
を
十
分
に
理
解
し
、
移
住
希
望
者
か
ら

の
相
談
や
受
け
入
れ
に
適
切
に
対
応
が
で

き
る
か
を
基
準
に
選
考
し
ま
す
。

遠距離通勤補助金について
申込・問合先：企画課

つる創生推進室
　

転
入
や
新
規
就
労
な
ど
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ

大
月
駅
を
起
点
に
東
京
方
面
へ
75
㎞
以
上

の
距
離
を
電
車
通
勤
さ
れ
て
い
る
方
に
対

し
て
通
勤
費
の
一
部
を
助
成
す
る「
都
留

市
快
適
遠
距
離
通
勤
補
助
金
」事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
者　

市
内
に
転
入
、
新
規
就

労
、
転
職
、
転
勤
な
ど
の
理
由
に
よ
り
遠

距
離
通
勤
を
開
始
し
通
勤
さ
れ
て
い
る
方

通
勤
条
件　

Ｊ
Ｒ
大
月
駅
を
起
点
に
上
り

方
面
へ
75
㎞
以
上
の
距
離
を
定
期
乗
車
券

に
よ
り
通
勤
し
て
い
る
こ
と
。

※
中
央
線
の
場
合
は
東
中
野
駅
よ
り
東
側

の
駅
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

期　

間　

遠
距
離
通
勤
を
開
始
し
た
月
か

ら
36
月
以
内

補
助
額　

１
カ
月 

１
０
，
０
０
０
円

※
大
月
駅
ま
で
富
士
急
行
線
を
利
用
し
て

い
る
場
合
、
５
、０
０
０
円
の
加
算
が
あ

り
ま
す
。

申
請
方
法　

都
留
市
快
適
遠
距
離
通
勤
補

助
金
交
付
申
請
書
、
定
期
乗
車
券
の
写

し
、
在
職
証
明
書
兼
通
勤
状
況
証
明
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

支
払
方
法　

提
出
さ
れ
た
書
類
を
審
査

し
、
補
助
金
交
付
決
定
を
通
知
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
実
績
報
告
書
及
び
請
求
書
兼

振
込
依
頼
書
を
ご
提
出
い
た
だ
き
、
指
定

口
座
へ
の
振
込
み
に
て
お
支
払
い
と
な
り

ま
す
。

※
申
請
書
類
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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果樹栽培を開始する方への助成制度について
申込・問合先：産業課

農林振興担当
　

果
樹
栽
培
を
開
始
す
る
農
家
向
け
の
助

成
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

高
収
益
な
作
物
の
栽
培
を
普
及
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
農
家
の
所
得
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
果
樹
の
栽
培
を
開

始
す
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者　

販
売
目
的
の
果
樹
を
栽
培
し
て

い
る
、
も
し
く
は
栽
培
を
始
め
よ
う
と
す

る
個
人
、
ま
た
は
法
人
。

①
果
樹
園
整
備
事
業

補�

助
対
象
経
費　

果
樹
園
の
整
備
に
必
要

な
経
費（
果
樹
の
苗
木
代
、
設
備
費
、

肥
料
代
、
資
材
代
）

補
助
額

・
ブ
ド
ウ
・
モ
モ
・
ス
モ
モ
の
場
合

　

補
助
対
象
経
費
の
合
計
額
の
50
％
と

し
、
果
樹
園
の
面
積
１
ア
ー
ル
あ
た
り

５
万
円
を
上
限
と
す
る
。

・
そ
の
他
の
果
樹
の
場
合

　

補
助
対
象
経
費
の
合
計
額
の
40
％
と

し
、
果
樹
園
の
面
積
１
ア
ー
ル
あ
た
り

４
万
円
を
上
限
と
す
る
。

交
付
回
数　

果
樹
園
1
箇
所
に
つ
き
1
回

を
限
度
と
す
る
。

②
果
樹
園
管
理
事
業

補
助
対
象
経
費　

果
樹
園
整
備
事
業
で
整

備
し
た
果
樹
園
の
整
備
の
翌
年
度
以
降
の

管
理
に
必
要
な
経
費（
肥
料
代
、
資
材
代
）

補
助
額　

補
助
対
象
経
費
の
合
計
額
の

50
％
以
内
と
し
、
整
備
し
た
果
樹
園
面
積

１
ア
ー
ル
当
た
り
５
千
円
を
上
限
と
す
る
。

交
付
回
数　

１
人
に
つ
き
年
度
1
回
と

し
、
ほ
場
１
箇
所
に
つ
き
２
回
を
限
度
と

す
る
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
基
づ
き

使
用
有
効
期
限
が
８
年
間
と
定
め
ら
れ
、

期
限
を
迎
え
る
も
の
は
定
期
的
に
市
が
新

し
い
水
道
メ
ー
タ
ー
に
交
換
し
ま
す
。

　

交
換
作
業
は
６
月
上
旬
か
ら
10
月
下
旬

ま
で
の
間
、
該
当
地
区
の
各
ご
家
庭
に
あ

ら
か
じ
め
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
、
市
が
委
託

し
た
市
指
定
工
事
店
組
合
加
盟
業
者
が
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
行
い
ま
す
。
ご
不
在

の
場
合
で
も
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

交
換
作
業
中
、
20
分
程
度
断
水
し
ま

す
。
交
換
済
み
の
世
帯
に
は「
水
道
メ
ー

タ
ー
交
換
完
了
の
お
知
ら
せ
」を
郵
便
受

け
な
ど
に
投
函
し
ま
す
。

メ
ー
タ
ー
交
換
該
当
地
区

　
　
　
　
（
６
月
上
旬
～
10
月
下
旬
実
施
）

東
桂
地
区��　

鹿
留
大
野

三
吉
地
区　

法
能

宝
地
区　
　

高
畑
、
上
大
幡

禾
生
地
区　

四
日
市
場
、
古
川
渡
、
小
形
山

※
こ
の
交
換
作
業
で
は
代
金
を
い
た
だ
き

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
交
換
作
業
に
伴
い

メ
ー
タ
ー
付
近
の
個
人
の
配
管
工
事（
止

水
栓
の
設
置
・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
交

換
な
ど
）を
ご
希
望
の
場
合
、
そ
の
工
事

に
係
る
費
用
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
は
、
土
や
枯
葉

な
ど
が
溜
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
交
換
前
に
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

内
の
清
掃
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
正
確
な
検
針
が
で
き
る
よ
う
、
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
定
期
的
な
点
検
・
清

掃
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

水道メーター（量水器）の定期交換について
問合先：上下水道課

水道管理担当

30歳同窓会支援事業補助金について
申込・問合先：企画課

つる創生推進室
　

人
口
減
少
の
克
服
や
地
域
活
性
化
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
本
市
に
生
ま
れ
た
若

者
の
つ
な
が
り
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、

市
内
中
学
校
を
卒
業
し
た
30
歳
を
迎
え
る

方
々
の
同
窓
会
の
開
催
を
奨
励
す
る
た

め
、
開
催
費
用
の
一
部
に
対
し
て
助
成
を

行
う「
都
留
市
ふ
る
さ
と
回
帰
30
歳
同
窓

会
支
援
事
業
補
助
金
」事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

30
歳
を
迎
え
る
今
、
地
元
の
仲
間
と
集

ま
っ
て
、『
ふ
る
さ
と
』に
つ
い
て
皆
で
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

補
助
対
象　

本
年
度
30
歳
を
迎
え
る
都
留

第
一
、
都
留
第
二
、
東
桂
中
学
校
の
卒
業

生
で
行
わ
れ
る
同
窓
会
の
う
ち
、
次
の
要

件
を
満
た
す
も
の

①
市
内
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

②
１
校
に
つ
き
、
15
人
以
上
の
出
席
者
で

開
催
さ
れ
、
市
外
在
住
者
が
含
ま
れ
る
こ
と

③
市
が
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
や
出
席
者

へ
提
供
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
配
布

及
び
周
知
を
す
る
こ
と

補
助
対
象
経
費　

同
窓
会
の
開
催
に
か
か

る
費
用（
市
内
店
舗
に
支
払
う
開
催
に
係

る
費
用
、
同
窓
会
の
案
内
文
書
作
成
に
係

る
印
刷
費
用
な
ど
）

補
助
額　

次
の
費
用
の
合
計
額	

①
出
席
者
数
×
２
，０
０
０
円（
上
限
20
万
円
）

※
た
だ
し
、
市
外
在
住
の
出
席
者
に
つ
い
て

は
出
席
者
数
×
３
、０
０
０
円
と
す
る
。	

②
地
方
創
生
に
関
連
し
た
事
業
を
実
施
し

た
場
合
の
費
用（
上
限
40
万
円
）
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償
却
資
産
に
つ
い
て

　

会
社
や
個
人
な
ど
の
事
業
者
が
そ
の
事

業
の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
機
械
な
ど
に

つ
い
て
、
事
業
者
の
申
告
に
基
づ
い
た
価

格
を
基
礎
と
し
て
、
取
得
後
の
経
過
年

数
・
耐
用
年
数
に
応
じ
て
旧
定
率
法
に
よ

る
原
価
償
却
計
算
を
行
い
、
評
価
額
を
算

出
し
ま
す
。
計
算
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
評

価
額
が
取
得
額
の
５
％
を
下
回
る
場
合
に

は
、
取
得
価
格
の
５
％
が
評
価
額
と
な
り

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
表
４
）

　

例
え
ば
、
ア
パ
ー
ト
経
営
を
さ
れ
て
い

る
方
の
場
合
は
、
家
屋
に
つ
い
て
は
家
屋

と
し
て
の
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す

が
、
附
帯
す
る
駐
車
場
の
舗
装
や
フ
ェ
ン

ス
、
街
灯
な
ど
は
償
却
資
産
と
し
て
固
定

資
産
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
毎
年
１
月
31
日
ま
で
に
償
却
資
産

の
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

固定資産税Ｑ＆Ａ
問合先：税務課

資産税担当

　固定資産税に関する疑問で、比較的よく尋ねられるものをまとめてみました。固定資産税納税通知書は 5月10
日（金）に発送します。固定資産税納税通知書の中でも説明していますが、ご不明な点など何か分からないことがあ
りましたら、お気軽に税務課資産税担当までお問い合わせください。
　なお、固定資産納税通知書の期日は旧元号『平成○○年』で記載しておりますが、新元号が施行されたことに伴い、
該当部分を『令和△△年』と読み替えていただきますようお願いします。旧元号により標記された期日について、そ
の法律上の効果は何ら変わることがないとされていますので、ご理解とご協力をお願いします。
　また、土地・家屋価格等縦覧台帳の縦覧を 5月31日（金）まで税務課資産税担当窓口で行っています（ただし、土・
日曜日及び国民の祝日は除く）。縦覧できる方の要件や持ち物などの詳細は、市ホームページに掲載していますの
で、ご覧ください。

≪原則≫
不動産鑑定価格×70％＝評価額
評価額×70％＝課税標準額
課税標準額×1.4％＝税額

≪原則≫
不動産鑑定価格×70％＝評価額
評価額×１/ ６＝課税標準額

（200㎡を超える部分については１/ ３）
課税標準額×1.4％＝税額

■図表１　非住宅用地の場合
　　　　　（事業用の宅地など）

■図表２　住宅用地の場合

　

土
地（
宅
地
）に
つ
い
て

　

お
問
い
合
わ
せ
の
多
い
宅
地
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。
宅
地
は
、
道
路
状
況
、
家
屋
の

過
密
度
な
ど
概
ね
類
似
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
地
区
ご
と
に
区
分
し
ま
す
。
そ
の
区
分
さ

れ
た
地
区
の
中
か
ら
標
準
的
な
宅
地
を
選
び

ま
す
。
そ
の
選
定
さ
れ
た
宅
地
を
不
動
産
鑑

定
士
が
売
買
実
例
な
ど
を
参
考
に
鑑
定
を
行

い
、
価
格
を
決
定
し
ま
す
。
こ
れ
を
不
動
産

鑑
定
価
格
と
い
い
ま
す
。

　

不
動
産
鑑
定
価
格
は
、
国
が
毎
年
１
月

１
日
現
在
で
発
表
す
る
地
価
公
示
価
格
と

同
程
度
の
金
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
固
定

資
産
評
価
額
は
不
動
産
鑑
定
価
格
70
％
相

当
額
と
し
て
い
ま
す
。
固
定
資
産
税
は
、

さ
ら
に
70
％
を
乗
じ
た
も
の（
課
税
標
準

額
と
い
い
ま
す
）に
税
率
１
・
４
％
を
乗
じ

て
税
額
が
算
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
図
表
１
）

　

ま
た
、
住
宅
専
用
の
宅
地
に
つ
い
て
は

こ
れ
ら
の
価
格
よ
り
さ
ら
に
軽
減
の
措
置

が
と
ら
れ
て
い
ま
す（
２
０
０
㎡
ま
で
は

固
定
資
産
評
価
額
が
１
／
６
に
、
２
０
０

㎡
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
１
／
３
に

軽
減
さ
れ
ま
す
）。　　
　
　
　
（
図
表
２
）

家
屋
に
つ
い
て

　

国
が
定
め
た
再
建
築
費
評
点
基
準
表

（
家
の
価
格
を
決
定
す
る
基
準
）
に
基
づ

き
主
体
的
な
構
造
や
材
質
な
ど
調
査
し
、

価
格
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
再
建

築
費
と
は
、
評
価
の
対
象
と
な
っ
た
家

屋
に
つ
い
て
、
同
一
の
も
の
を
評
価
の

時
点
に
お
い
て
、
新
築
す
る
場
合
の
価

格
を
い
う
も
の
で
す
。

　

家
屋
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
は
、

こ
の
再
建
築
費
か
ら
、
時
間
の
経
過
に

よ
る
損
耗
な
ど
を
考
慮（
減
額
）
し
て
価

格
を
算
定
し
て
い
ま
す
。　
　
（
図
表
３
）

再建築費×経年減点補正率など＝評価額
評価額（＝課税標準額）×1.4％＝税額

■図表３　再建築費からの税額算定

　

固
定
資
産
税
の
評
価
額
、
税
額
は
ど
う
や
っ
て
計
算
さ
れ
て
い
る
の
？

■図表４　評価額の計算方法

≪前年中新たに取得した資産≫
取得価格×（１－原価率÷２）
≪以前から取得している資産≫
前年度評価額×（１－原価率）※
※求めた評価額が取得価格の５％より
　も小さい場合は、取得価格の５％に
　なります。
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し
さ
れ
た
こ
と
な
ど
の
理
由
が
あ
り

ま
す
。

家
屋
の
場
合

　

家
屋
は
基
本
的
に
増
改
築
し
な
い

か
ぎ
り
、
税
額
が
増
え
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
新
築
の
専
用
住
宅
で

は
、
初
め
て
課
税
さ
れ
た
年
度
か
ら

３
年
間（
長
期
優
良
住
宅
の
認
定
を

受
け
て
い
る
家
屋
な
ど
は
５
年
間
）

軽
減
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
軽
減

期
間
が
満
了
に
な
る
と
、
本
来
の
税

額
に
戻
る
の
で
、
前
年
度
と
比
べ
て

増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
平
成
30
年
度
に
軽
減
期
間
が
満
了

し
て
、
平
成
31
年
度
か
ら
固
定
資
産

税
額
が
増
え
る
方
は
次
の
期
間
に
建

て
ら
れ
た
住
宅
で
す
。

◆�

平
成
27
年
１
月
２
日
か
ら
平
成
28

年
１
月
１
日
ま
で
に
新
築
さ
れ
た

一
般
住
宅

◆�

平
成
25
年
１
月
２
日
か
ら
平
成
26

年
１
月
１
日
ま
で
に
新
築
さ
れ
た

長
期
優
良
住
宅
及
び
３
階
建
以
上

の
中
高
層
耐
火
住
宅

　

土
地
の
場
合

　

固
定
資
産
税
に
お
け
る
土
地
の
価

格
は
、
登
記
地
目
と
現
況
用
途
で
判

断
さ
れ
て
い
ま
す
。
登
記
地
目
の
み

ま
た
は
現
況
用
途
の
み
で
価
格
を
決

定
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
登
記
地
目
が
畑
で
あ
っ

て
も
、
そ
の
土
地
の
上
に
建
物（
家

や
倉
庫
な
ど
）を
建
築
し
た
り
、
駐

車
場
や
資
材
置
場
、
太
陽
光
パ
ネ
ル

の
設
置
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る

と
、
宅
地
ま
た
は
宅
地
並
み
雑
種
地

課
税
と
評
価
が
見
直
し
と
な
り
、
税

額
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
転
用（
本
人
の
申
請

に
基
づ
い
て「
農
地
を
農
地
以
外
の

目
的
に
変
え
る
こ
と
」）の
申
請
を
行

い
、
農
業
委
員
会
か
ら
許
可
を
受
け

た
場
合
は
、
そ
の
後
も
農
地
の
ま
ま

使
用
し
て
い
た
と
し
て
も
、
宅
地
並

み
雑
種
地
課
税
と
な
り
ま
す
。
固
定

資
産
を
評
価
す
る
上
で
は
、「
い
つ

で
も
農
地
以
外
に
利
用
で
き
る
の

で
、
潜
在
的
な
価
値
は
宅
地
並
み
」

と
し
て
評
価
さ
れ
ま
す
。
よ
っ
て
、

登
記
地
目
が
宅
地
で
、
現
況
が
農
地

の
場
合
で
も
、
宅
地
と
し
て
課
税
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
は
、
住
宅
を
取
り
壊
し

て
更
地
に
し
た
場
合
や
同
一
敷
地
内

に
事
業
用
の
家
屋
を
建
て
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
住
宅
用
地
の
特
例
が
見
直

第１期・全期前納 ５月31 日（金）

第２期 ７月31 日（水）

第３期 12 月25 日（水）

第４期 ３月２日（月）

～固定資産税の納期～

　

年
始
め
の
平
成
31
年
１
月
15
日
に
家
屋

を
取
り
壊
し
ま
し
た
が
、
平
成
31
年
度
固

定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
に
記
載
が
あ
り
、

課
税
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

　

固
定
資
産
税
の
賦
課
期
日
は
毎
年
１
月

１
日
現
在
に
存
在
し
て
い
る
固
定
資
産
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
31
年
１
月
15

日
に
取
り
壊
さ
れ
た
家
屋
も
１
月
１
日
時

点
で
は
、
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
平
成
31
年
度
の
固
定
資
産
税
の

課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

私
Ａ
は
、
平
成
30
年
12
月
21
日
付
け
の

売
買
契
約
で
、
Ｂ
さ
ん（
買
主
）に
土
地
を

売
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
31
年
１
月

７
日
付
け
で
Ｂ
さ
ん
に
所
有
権
移
転
の
登

記
を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
５
月
に
送

付
さ
れ
て
き
た
平
成
31
年
度
固
定
資
産
税

の
納
税
通
知
書
で
は
、
私
Ａ（
売
主
）に
課

税
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
実
質
的
な
所
有
者

で
あ
る
Ｂ
さ
ん
に
課
税
す
べ
き
で
は
な
い

の
で
し
ょ
う
か
？

　

地
方
税
法
で
は
課
税
す
る
期
日（
賦
課

期
日
）を
毎
年
１
月
１
日
と
し
て
い
ま
す
。

１
月
１
日
現
在
で
登
記
簿
に
所
有
者
と
し

て
登
記
さ
れ
て
い
る
方
に
対
し
て
、
当
該

年
度
分
の
固
定
資
産
税
を
課
税
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
31
年
１
月
１
日

現
在
、
登
記
簿
に
所
有
者
と
し
て
登
録
さ

れ
て
い
た
の
は
Ａ
さ
ん（
売
主
）な
の
で
、

Ａ
さ
ん
に
課
税
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

私
の
家
屋
は
、
年
々
老
朽
化
し
て
い
る
の

に
税
額
が
下
が
ら
な
い
の
は
、
な
ぜ
で
す
か
？

　

家
屋
の
評
価
額
は
再
建
築
費
に
、
建
築

後
の
経
過
年
数
に
応
じ
て
、
経
年
減
点
補

正
率
な
ど
の
補
正
率
を
乗
じ
て
算
出
し
ま

す
。
こ
の
経
年
減
点
補
正
率
は
、
経
過
年

数
が
そ
の
家
屋
の
耐
用
年
数
を
超
過
し
て

も
再
建
築
費
の
20
％
は
残
存
す
る
仕
組
み

が
と
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
評
価

額
が
下
が
ら
な
い
こ
と
に
よ
り
、
税
額

も
下
が
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
再
建
築
費

は
、
新
築
し
た
年
だ
け
で
な
く
、
3
年
ご

と
の
評
価
替
え
の
年
に
も
見
直
し
の
た
め

に
算
出
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
際
に
、
耐

用
年
数
を
超
過
し
て
い
な
く
て
も
、
再
建

築
費
は
前
年
度
よ
り
増
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
場
合
に
は
、
前
年
度
の
評
価

額
に
据
え
置
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
の
場
合
も
税
額
は
下
が
ら
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

昨
年
度
よ
り
固
定
資
産
税
が
増
え
た
の
は
な
ぜ
？
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ふれあいパーティーの参加者募集について
申込・問合先：

下記記事内をご確認ください
　

都
留
市
結
婚
相
談
所
で
は
ス
テ
キ
な

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
出
会
い
を
求
め
て
い
る

方
の
た
め
に
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

　

今
回
は『
楽
し
い
ゲ
ー
ム
と
お
い
し
い

ラ
ン
チ
de
素
敵
な
時
間
』と
題
し
実
施
し

ま
す
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　

時　

６
月
23
日（
日
）10
時
30
分
～

場　

所　

都
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

対
象
者　

○
男
性　

市
内
在
住
の
45
歳
ま
で
の
結
婚

を
考
え
て
い
る
方　

○
女
性　

25
～
45
歳
ま
で
の
結
婚
を
考
え

て
い
る
方　

※
男
女
各
15
名
、
再
婚
希
望
者
可
。
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

参
加
費　

３
，０
０
０
円　

申
込
方
法　

参
加
申
込
用
紙（
市
民
課
・

各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
配

布
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）
を
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

ま
た
は
メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

６
月
７
日（
金
）必
着

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
。
参
加

の
可
否
及
び
当
日
の
通
知
文
な
ど
は
、
後

日
郵
送
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
先

都
留
市
結
婚
相
談
所
事
務
局

　
（
市
民
課 

市
民
窓
口
担
当
）

　

〒
４
０
２
―
８
５
０
１

　

都
留
市
上
谷
１
―
１
―
１

　

☎（
46
）０
１
７
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
20
）３
６
２
２

　

Ｅ
メ
ー
ル　

shim
in@

city.tsuru.lg.jp

風しん抗体検査・予防接種について
問合先：健康子育て課
予防担当☎（46）5113

　

風
し
ん
の
予
防
接
種
は
、
予
防
接
種
法

に
基
づ
き
公
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

公
的
な
接
種
を
受
け
る
機
会
が
な
か
っ
た

昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４
月

１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性
は
、
抗
体
保

有
率
が
他
の
世
代
に
比
べ
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
市
で
は
今
年
度
よ
り
対
象

と
な
る
方
に
抗
体
検
査
及
び
予
防
接
種
の

ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
ま
す
。

今
年
度
対
象
者　

市
内
に
住
民
票
を
有

し
、
昭
和
47
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年

４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性

※
昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
47
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
に
つ
い
て
も
、
希

望
で
抗
体
検
査
及
び
予
防
接
種
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

実
施
方
法　

５
月
下
旬
に
今
年
度
対
象
の

方
へ
抗
体
検
査
及
び
予
防
接
種
の
ク
ー
ポ

ン
券
を
郵
送
し
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
案
内
文
を
同

封
し
ま
す
の
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
健

康
子
育
て
課 

健
康
推
進
室
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

風
し
ん
と
は　

発
熱
及
び
発
し
ん
を
主
な

症
状
と
し
、
飛
ま
つ
感
染
に
よ
り
人
か
ら

人
へ
感
染
し
、
感
染
力
が
強
い
疾
患
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
娠
中
の
女
性
が
風
し
ん
に
感

染
す
る
と
、
生
ま
れ
た
子
ど
も
に
先
天
性

風
し
ん
症
候
群（
眼
や
耳
、
心
臓
に
障
害

が
出
る
こ
と
）が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

私立幼稚園就園奨励費補助金について
問合先：健康子育て課

保育家庭担当　☎（46）5113
　

本
市
で
は
、
私
立
幼
稚
園
に
通
園
し
て

い
る
園
児
の
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
入
園
料
及
び
保
育
料
の
一

部
減
免
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

減
免
対
象
者

　

市
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
園
児
を
私

立
幼
稚
園（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
に
移
行
し
た
幼
稚
園
を
除
き
ま
す
。）に

通
園
さ
せ
て
い
る
保
護
者

減
免
額

　

減
免
額
は
市
民
税
の
所
得
割
課
税
額
と

家
族
構
成
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。
詳
細

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
健
康
子

育
て
課 

保
育
家
庭
担
当
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法
に
つ
い
て

　

申
請
は
、
通
園
先
の
幼
稚
園
を
通
じ
て

行
い
ま
す
。「
保
育
料
等
減
免
措
置
に
関

す
る
調
書
」を
通
園
さ
れ
て
い
る
幼
稚
園

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
幼
稚
園
か
ら
市
へ
の
申
請
は
、

６
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お

早
目
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

※「
保
育
料
等
減
免
措
置
に
関
す
る
調
書
」

は
、
健
康
子
育
て
課
に
備
え
て
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

R 1 . 5. 1 1 2



よ
み
き
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ひ
び
き
の
会
」の
読
み
聞
か
せ

日　

時　

５
月
11
日（
土
）14
時
～

内　

容　

絵
本
、
紙
芝
居

こ
ぐ
ま
ク
ラ
ブ
の「
こ
ぐ
ま
の
小
さ
な
お
は
な
し
会
」

日　

時　

５
月
15
日（
水
）10
時
30
分
～

内　

容　

乳
児
か
ら
参
加
で
き
ま
す
。

こ
ぶ
た
の
会
の「
ワ
ク
ワ
ク
」お
は
な
し
会

日　

時　

５
月
25
日（
土
）10
時
30
分
～

内　

容　

お
は
な
し
、
歌
、
手
あ
そ
び

※�

会
場
は
い
ず
れ
も
市
立
図
書
館
お
は
な
し

コ
ー
ナ
ー

お
外
で
遊
ぶ
親
子
の
会「
は
ね
こ
っ
こ
」

　

ど
ん
な
天
気
の
日
で
も
、
各
地
か
ら
き
た
親

子
が
集
ま
り
外
で
遊
ん
で
い
ま
す
。
自
然
の
中

で
何
を
す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
方
、
語
り

合
え
る
仲
間
が
欲
し
い
方
、
妊
婦
さ
ん
、
一
緒

に
歩
き
ま
し
ょ
う
！

活
動
日　

毎
週
木
曜
日　

９
時
40
分
～
12
時
頃

場　

所　

羽
根
子
地
区

問
合
先　

梅
崎
奈
津
子

　

☎
０
７
０（
５
３
６
４
）５
８
３
５

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
こ
研

　

４
月
よ
り
、
都
留
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
の
運
営
を
受
託
す
る
事
に

な
り
ま
し
た
。
今
月
の
協
働
通
信
に
て
取
材
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
詳
細
は
17
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

未
熟
者
の
私
ど
も
で
す
が
、
今
の
子
育
て
に

寄
り
添
い
、「
あ
っ
た
ら
い
い
な
」を
こ
れ
か
ら

も
実
現
し
て
し
て
い
け
る
よ
う
、
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
！

Ｎ
Ｐ
Ｏ
子
育
て
応
援
サ
ー
ク
ル

「
ベ
ビ
タ
ス
マ
マ
タ
ス
」

べ
ビ
マ
マ『
春
の
運
動
会
！
』

　

運
動
会
に
ち
な
ん
だ
工
作
や
ゲ
ー
ム
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ご
家
族
み
ん
な
で
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。

日　

時　

５
月
20
日（
月
）10
時
～
12
時

　
（
受
付　

９
時
20
分
～
９
時
50
分
）

場　

所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留
３
階
研
修
室

参
加
費　

子
ど
も
一
人
に
つ
き
４
０
０
円

　
　
　
　
（
保
険
・
運
営
費
な
ど
）

定　

員　

30
組
位
※
未
就
園
児
と
そ
の
家
族

べ
ビ
マ
マ『
託
児
サ
ロ
ン
』

　

お
子
さ
ま
を
お
預
か
り
す
る
サ
ロ
ン
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
４
時
間
、
お
子

さ
ま
の
お
世
話
を
し
ま
す
。

日　

時　

６
月
24
日（
月
）10
時
～
14
時

　
（
受
付　

９
時
40
分
～
10
時
）

場　

所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留
３
階
研
修
室

定　

員　

15
名
程
度
※
未
就
園
児（
０
才
児
～
）

参
加
費　

子
ど
も
一
人
に
つ
き
８
０
０
円

　
　
　
　
（
保
険
・
運
営
費
な
ど
）

持
ち
物　

お
弁
当
、
飲
み
物
、
お
や
つ
、
着
替

え
、
く
つ
、
お
気
に
入
り
の
お
も
ち
ゃ
な
ど

※
持
ち
物
に
は
名
前
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

※
両
サ
ロ
ン
と
も
開
催
日
の
２
カ
月
前
か
ら
受

付
開
始
。
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
終
了
。

共
通
申
込
・
問
合
先　

ベ
ビ
タ
ス
マ
マ
タ
ス
事
務
局（
小
林
）

　

☎
０
９
０（
７
８
１
５
）８
１
８
１

ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
&
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

そ
の
ほ
か
、
足
型
ス
タ
ン
プ
を
行
い
ま
す
。

日　

時　

５
月
21
日 （
火
）10
時
30
分
～

場　

所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
一
階
和
室

対　

象　

２
カ
月
～
１
歳
く
ら
い

参
加
費　

２
０
０
円

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
で

か
け
グ
ッ
ズ

定　

員　

10
組
程
度

問
合
先　

友
野

　

☎
０
９
０（
７
７
１
０
）２
３
８
９ 

　

登
録
や
料
金
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も

た
ち
に
嬉
し
い
お
も
ち
ゃ
や
遊
具
が
あ
り
ま

す
。
子
育
て
中
の
皆
さ
ま
、
お
気
軽
に
、
ま
ち

づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
１
階
交
流
室
に
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
ね
♪
そ
し
て
、
職
員
と
も
お
話

し
て
く
だ
さ
い
♡

に
こ
に
こ
マ
ル
シ
ェ
vo.
４

〜
お
い
し
い
♡
と
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
元

気
い
っ
ぱ
い
！
つ
な
が
る
子
育
て
支
援
〜

　

リ
ク
エ
ス
ト
の
多
か
っ
た
、
１
０
０
円
で
子

ど
も
服
詰
め
放
題
開
催
！
当
日
、
不
要
に
な
っ

た
子
ど
も
服
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
寄
附
く
だ
さ

い
。「
お
家
が
片
付
い
て
良
か
っ
た
！
」「
必
要

な
人
が
使
っ
て
い
っ
て
く
れ
る
の
が
嬉
し
い
」

な
ど
毎
回
、
大
好
評
で
し
た
！
美
味
し
い
お
店

&
楽
し
い
お
店
が
来
ま
す
よ
☆

　
「
子
育
て
を
応
援
し
て
い
ま
す
！
」の
気
持
ち

で
出
店
し
、
こ
こ
に
来
た
こ
と
で
励
ま
さ
れ
る

よ
う
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
作
り
上
げ
ま
す
。
み
な

さ
ん
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
！

日　

時　
　

５
月
31
日（
金
）10
時
～
14
時

　

※
雨
天
中
止

場　

所　

月
待
ち
の
湯　

ゆ
う
ゆ
う
広
場

問
合
先　

詳
細
は『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
こ
研　

都

留
市
』で
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
☆

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
携
帯
で
読
み

取
り
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
＠
に
登
録
い

た
だ
き
ま
す
と
、

に
こ
研
の
イ
ベ

ン
ト
情
報
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

乳
幼
児
読
書
支
援
・
子
育
て
支
援

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

日　

時　

５
月
10
日（
金
）13
時
30
分
～

場　

所　

市
立
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

内　

容　

生
後
７
カ
月
児
と
保
護
者
対
象
、
赤

ち
ゃ
ん
の
図
書
館
デ
ビ
ュ
ー
ご
案
内
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今月のおススメ
Recommendation

図書館だより
○印が休館日です。２日（水）は 17時15分まで。

Culture

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

５月の開館ご案内

開館時間
　９時30分～ 17時15分
　※火・水・木は２階のみ
　19時まで開館します。
問合先
　都留市立図書館
　☎（43）1324

今 月 の 新 着

児童図書
　全104 冊

一般図書
　全291 冊

『おんせんたまご』

　温泉には毎日、たくさんの
たまごたちがやってきます。
皆でお湯につかってああ良い
気持ち。しかし温まったたま
ごにピキピキとヒビが入り、中
から出てきたのは…！？思わず
笑顔になる楽しい絵本。

中尾 昌稔 文
河本 徹朗 絵
大日本図書

『�旅行記・悠久のシルクロー
ドを訪ねて』

　平成28年に発足した「シル
クロード倶楽部」。公民館学級
３年間の学びの集大成として
中国内シルクロードを旅した
10日間の記録。

長谷 時利 編
藤本 紘一 写真
都留市中央公民館学級「シル
クロード倶楽部」 発行

『秘密をもてないわたし』

　14歳ジェマは脳性マヒで話
せず動けないが、みんなの話
を聞いて、理解できている。
ところが殺人犯の告白を聞い
てしまい、なんとか誰かに伝
えようとするのだが…。全英
の少女たちを夢中にさせた勇
気と感動のサスペンス。

ペニー・ジョエルソン 著
河井 直子 訳
ＫＡＤＯＫＡＷＡ

『正岡子規　人生のことば』

　子規の随筆・書簡の中から
彼の人間的魅力を紹介し、人
生を学ぶ一冊。
　著者は５月25日（土）開催の

「都留市ふれあい全国俳句大
会」にて記念講演を行う。

復本 一郎 著
岩波書店

こどもの読書週間　5 月12 日（日）まで

「こどもにすすめたい本」 貸出中
　幼児・情報フロアにて県内図書館員おすすめの 110冊を貸

し出しています。また、先日、新小学１年生に図書館バックを

配布しました。図書館利用者カードが入っていますので、「こ

どもの読書週間」を機にご家族で図書館にお越しください。

今
月
の
新
着
図
書
案
内

■
児
童
図
書

僕
た
ち
は
な
ぜ
働
く
の
か

お
お
さ
か
の
電
車
の
顔
ず
か
ん

イ
チ
か
ら
つ
く
る
あ
め

カ
イ
と
テ
ィ
ム
よ
る
の
ぼ
う
け
ん

ね
こ
の
小
児
科
医
ロ
ー
ベ
ル
ト

あ
の
日
、
ぼ
く
は
龍
を
見
た

ぬ
に
ゅ
～
ぽ
ん
ぽ
ん

ね
む
た
い
ひ
と
た
ち

パ
ン
の
ず
か
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

■
一
般
図
書

ネ
ッ
ト
断
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

孝

10
代
の
た
め
の
疲
れ
た
心
が
ラ
ク
に
な
る
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

誠
文
堂
新
光
社

一
年
中
楽
し
め
る
！
四
季
の
花
絶
景　
　

ぴ
あ

ま
る
わ
か
り
！
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
経
済
新
聞
出
版
社

「
お
菓
子
中
毒
」を
抜
け
出
す
方
法　
　

祥
伝
社

コ
ウ
ケ
ン
テ
ツ
の
だ
け
弁　
　
　
　
　

扶
桑
社

家
庭
菜
園
で
で
き
る
自
然
農
法　

学
研
プ
ラ
ス

高
校
サ
ッ
カ
ー
１
０
０
年　
　
　
　
　

講
談
社

こ
の
こ
と
わ
ざ
、
科
学
的
に
立
証
さ
れ
て
い
る

　

ん
で
す　
　
　
　
　
　
　
　

主
婦
と
生
活
社

あ
さ
の
あ
つ
こ
特
別
授
業『
マ
ク
ベ
ス
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ
の
あ
つ
こ

ほ
か

第16 回市民の作品展示　5 月30 日 ( 木 ) まで
　ひらやまとおる 寺参りイラスト原画展
　～出会いと気づきの旅のすすめ～
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Culture

開館時間　９時～ 17 時
※最終入館は 16 時30 分まで
観  覧  料　一　　　般  300 円（210 円）
　　　　　高・大学生  200 円（140 円）
　　　　　小・中学生  100 円（70 円）
※（ ）内は、20 名以上の団体料金です。
休  館  日　月曜日、祝日の翌日
※ＧＷ中は休まず営業します。
問  合  先　ミュージアム都留
　　　　　☎45-8008

第
26
回

都
留
市
ふ
れ
あ
い
全
国
俳
句
大
会

　

天
和
３
年（
1
6
8
3
）、
江
戸
の
大
火
に
よ
っ

て
家
を
焼
か
れ
た
松
尾
芭
蕉
が
、
弟
子
で
あ
っ
た

秋
元
家
家
臣
・
高
山
伝
右
衛
門
繁
文（
俳
号 

麋
塒
）

の
招
き
に
よ
っ
て
谷
村
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

も
谷
村
を
訪
れ
た
い
と
弟
子
の
手
紙
に
記
し
て
お

り
、
芭
蕉
に
と
っ
て
谷
村
が
特
別
な
意
味
を
持
つ

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

本
市
は
、
こ
の
よ
う
に
、
芭
蕉
と
深
い
か
か
わ

り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
全
国
か
ら
俳
句
愛
好
家
の

方
々
と
の
交
流
の
場
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
ま
ち

づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
俳
句
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

日　

時　

５
月
25
日（
土
）10
時
30
分
～

場　

所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

当
日
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル　
　
　

○
受
付
開
始　

10
時
30
分
～

○
席
題
発
表　

10
時
30
分

○
当
日
俳
句
作
品
の
部
投
句
締
め
切
り

　
　
　

12
時
30
分

○
応
募
作
品
の
部
入
賞
者
発
表
・
表
彰　

13
時

○
同
選
評　

井
上
康
明
先
生（「
郭
公
」主
宰
）	　

　
　
　

13
時
35
分

○
記
念
講
演「
子
規
の
内
な
る
芭
蕉
」　

　
　

講
師 

復
本 

一
郎（
神
奈
川
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　

14
時

○
当
日
投
句
作
品
の
部
入
賞
者
発
表
・
表
彰　
　

　
　
　

15
時
45
分

○
閉
会　

16
時
30
分

参
加
料　

無
料

問
合
先　

生
涯
学
習
課 

文
化
振
興
担
当

　
　
　
　
　
（
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留
内
）

　増田 誠（1920 ～ 1989）は、30年以上もの間、フランスで活躍した洋画家で、フランスの主要な展覧会である「ル・
サロン」無鑑査（展覧会における審査免除）、ピカソやセザンヌ、ルノワールが活躍した「サロン・ドートンヌ」会員と
いう、当時のフランスを代表する画家の１人でした。今日に至るまで数多くの日本人がフランスにおいて活躍しまし
たが、ル・サロンとサロン・ドートンヌというライバル関係にある展示会の双方に所属することは稀であり、フラン
スに長きに渡り滞在し続け、生活者目線で街並みや人々の営みをキャンパスに表現し続けてきた画伯特有の視点、表
現がいかに卓越していたかを物語っています。
　本企画展では増田誠画伯の没後30年を機に収蔵品に加え、未公開作品を数多く展示しております。

ミュージアム都留春季企画展

没後30年 
　　 増田　誠
 －彩られた
　　追憶の世界－

開催期間　５月19 日（日）まで

画伯作品紹介

『グラン・ショミエール　８号（F）』　
1960年代（未公開作品）
　グラン・ショミエールはパリ・モン
パルナスにある美術学校。1902年に
創立され、好きな期間、数時間でも入
学することができ、費用も安かったこ
とから多くの日本人画家が利用してい
ました。絵の右奥にはモデルが描かれ
ているが、５分、20分など、決まった
時間でポーズが変更されるデッサンの
授業があり、人気があったそうです。

※８号は額のサイズ。日本、フランス、アメリカサイズなどがあり、人物
（F）、風景（P）、海景（M）などテーマ別の規格が存在する。

都
留
市
博
物
館
協
議
会
委
員
募
集

内　

容　

年
２
回
程
度
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留
の
運
営
に
つ
い

て
協
議
し
ま
す
。
委
員
は
博
物
館
法
に
基
づ
き
、
学
校
・
社
会

教
育
関
係
者
、
学
識
経
験
者
な
ど
か
ら
10
名
で
構
成
し
ま
す
。

募
集
人
員　

若
干
名（
市
内
在
住
者
）

任　

期　

７
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
６
月
30
日
ま
で

募
集
方
法　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
２
枚
程
度「
地
域

に
根
ざ
し
た
博
物
館
活
動
に
つ
い
て
」と
題
し
、
お
申
し
込

み
下
さ
い
。

申
込
締
切　

５
月
31
日（
金
）

申
込
・
問
合
先　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留
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イベントインフォメーション
「都の杜うぐいすホール」にて開催される、さまざまな催しの

情報をお届けします。ぜひ、豊かな緑と静寂の中で、くつろ
ぎのひとときを…

Culture

7/28（日）ＤＲＵＭ ＴＡＯザ・ドラマーズ

市内２つの合唱団による合同コンサート！入場無料！
  
　市内外で活躍する合唱団、ベリータと Leaves による
合同コンサート。美しい旋律とハーモニーにのせて、合
唱の楽しさ、素晴らしさをお届けします。ご家族連れで
ご来場ください。

■13時30分開演■大ホール■全席自由■入場無料※3
歳以下のお子様をお連
れの方は、客席入口付
近の座席をご利用くだ
さい■指揮：澤田洋一、
山宮正浩／ピアノ：笠
井身江子、滝口しのぶ
■プログラム　ふるさ
との四季、うたをうた
うとき　ほか

【５月の休館日】7・14・21・28 日は休館します。【市内プレイガイド】都の杜うぐいすホール☎（43）1515 　都留市まちづくり交流センター（旧
文化会館）☎ (43)1321　セブンイレブン都留文大通り店☎ (45)1774　ファミリーマートかぶとや都留店☎ (45)1855　【会員予約・割引】友の
会会員優先予約チケット、料金割引はうぐいすホールのみでの取り扱いとなります。　

【各公演の問合せ・チケット予約】都の杜うぐいすホール（一般財団法人都留楽友協会）TEL(43)1515　【ホームページ】http://uguisuhall.jp

7/21（日）ベリータ結成30 周年 Leaves
　結成５周年 記念コンサート～合唱讃歌～

オヤジバンドの熱いステージ！！入場無料！

　毎年好評の『ザ・サタデーナイツ』ライブ。懐かしのＪ
ポップやフォークソング、歌謡曲など誰もが一度は耳に
したことのある名曲の数々をお届けします。親父たちの
熱いステージパフォーマンスをお楽しみください。

■18時 開 演 ■
大ホール■全席
自由■入場無料
■ Vo ／ Gt 加藤
喜由、渡辺光春、
奥敏弘 、B 杉本
正 行、Dr ／ Per 
柴 田 俊 男、key 
芦澤孝彦■曲目
予定　時の流れ
に 身 を ま か せ、
人 生 の 空 か ら、
都留ワルツ　ほ
か

5/25（土）ザ・サタデーナイツ　　　　
　　　　　スプリング・ライブ　12th

6/30（日）ピアノデュオ＆ヴァイオリン
コンサート ～３人が奏でる初夏の調べ～

クラシックの名曲をゆったりと…。チケット好評販売中！

　市内在住のピアニストによるピアノデュオ、ヴァイオ
リニストの森田みのりさんによるコンサート。3 人が奏
でるクラシックの名曲の数々をゆったりとお楽しみくだ
さい。

■14時開演■小ホー
ル■全席自由■1,500
円／高校生以下1,000
円■ピアノ：笠井身江
子、池谷亜希子／ヴァ
イオリン：森田みのり
／ 賛 助 出 演： 森 田 ひ
かり／ナレーション：
高島千香■演奏曲目
　太陽の鼓動、日本の
四季、四季より、火祭
りの踊り（恋は魔術師
より）、ツィゴイネル
ワイゼン、リベルタン
ゴ　ほか

DRUM TAO 2019 年最新作！チケット好評販売中！

　世界26 カ国 500 都市 観客動員数800 万人超！圧倒的
な音表現を持つ「和太鼓」そして、美しい旋律の篠笛・三
味線・箏などを驚異のパフォーマンスで表現、想像を完
全に裏切る「最新の日本エンターテイメント」。太鼓で泣
く、笑う。あなたは想像できますか？

■16時30分開演■大
ホ ー ル ■ 全 席 指 定　
5,800円／会員5,500
円 ／ バ ル コ ニ ー 席
5,000円（ 一 律 ）※ 当

日 は そ れ ぞ れ 300円
UP。6歳児未満入場不
可■演出　フランコド
ラオ■衣装デザイン　
コシノジュンコ
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協　働　通　信 2019年（令和元年）５月
　

今
回
は
、
４
月
か
ら
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ

ン
タ
ー
内
に
あ
る「
都
留
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」の
運
営
に
携
わ
っ
て
い

る
子
育
て
支
援
団
体
の「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

に
こ
研

親
子
の
え
が
お
研
究
ク
ラ
ブ
」を
取
材
し
て
き

ま
し
た
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ

「
に
こ
研
」
は
、
平
成
28
年
７
月
に
子
育
て
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
を
開
始
し
、

子
育
て
中
の
マ
マ
の
目
線
を
活
か
し
な
が
ら

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
安
定
し
た
活
動
を
継
続
し
て

い
き
た
い
」と
い
う
思
い
か
ら
法
人
格
の
取
得

を
目
指
し
、
昨
年
12
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を

取
得
し
ま
し
た
。

　

こ
の
４
月
か
ら
は「
都
留
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」の
運
営
受
託
事
業
者

と
し
て
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

▽都留市まちづくり
　市民活動支援
　センター
　都留市中央3-8-1
　都留市まちづくり
　交流センター１階
▽開館
　火～日（祝日除）
　8:30～17:15
▽問い合わせ先
　mail：shien@city.
　tsuru.yamanashi.jp

☎（43）1321
ＦＡＸ（43）1322

地
域
の
お
知
ら
せ

谷
村
地
域

夢
実
現
ひ
ろ
ば

宝
の
山
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

　

外
の
空
気
を
吸
っ
て
運
動
不
足
を
解
消
！

日　

時　

５
月
23
日（
木
） 

９
時
～
12
時

集
合
場
所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

費　

用　

４
０
０
円(

保
険
代
含
む)

持
ち
物　

運
動
の
出
来
る
服
装
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
な
ど

問
合
先　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

　

☎（
43
）１
３
２
１

開
地
地
域

新
緑
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

日　

時　

５
月
26
日（
日
）９
時
30
分
出
発

集
合
場
所
・
ル
ー
ト　

未
定

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先

　

開
地
地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会

　

会
長 

荻
窪　

守　

　

☎（
43
）７
５
９
３

◆�「
マ
マ
の
や
っ
て

　
　
　

ほ
し
い
こ
と
」を
大
切
に

　

開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
は
、
参
加
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
出
さ
れ
た「
や
っ
て
ほ
し
い
こ
と
」

を
参
考
に
内
容
を
決
め
て
き
ま
し
た
。

　

親
子
で
参
加
で
き
る「
親
子
ヨ
ガ
」や「
親
子

ク
ッ
キ
ン
グ
」、
マ
マ
た
ち
の
交
流
に
な
る「
話

そ
う
会
」な
ど
、
同
じ
子
育
て
中
の
マ
マ
で
も

あ
る
運
営
メ
ン
バ
ー
の
目
線
や
経
験
が
活
か

■親子ヨガのようす
　�親子で参加できるイベントは子どもだけでなくマ

マたちからも大好評！

■道の駅つるで開催したにこにこマルシェのようす
　�マルシェには毎回多くの方にご来場いただいてい

ます。

さ
れ
な
が
ら
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
桂
林
寺
で
開
催
す
る
春
の「
お

花
見
マ
ル
シ
ェ
」は
毎
年
数
百
名
の
参
加
が
あ

り
、
子
ど
も
向
け
の
お
店
や
ブ
ー
ス
が
た
く

さ
ん
並
ん
だ
境
内
は
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん

で
賑
わ
い
ま
す
。

◆
困
っ
て
い
る
マ
マ
た
ち
の

　
　
　
　
　
　
「
駆
け
込
み
寺
」に

　

4
月
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
の
運
営
受
託
事
業
者
と
し
て
活
動
が

始
ま
る
中
で
、「
拠
点
を
も
て
た
こ
と
で
、

知
っ
て
も
ら
い
や
す
い
、
声
を
か
け
て
も
ら

い
や
す
い
状
況
が
で
き
た
」こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。
運
営
メ
ン
バ
ー
8
名
が
交
替
で
2
名

常
駐
す
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
メ
ン
バ
ー
の

子
ど
も
た
ち
も
幼
稚
園
生
か
ら
高
校
生
ま
で

い
て
年
代
も
幅
広
い
の
で
、
色
ん
な
マ
マ
の

お
悩
み
に
対
応
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は「
マ
マ
を
一
人
に
さ
せ
な
い
、
一

人
で
来
て
も
安
心
で
き
る
、
話
が
で
き
る
」こ

と
を
大
切
に
し
て
い
て
、
同
じ
マ
マ
の
目
線

だ
か
ら
こ
そ
、「
に
こ
研
」
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
こ
と
を
続
け
て
、「
子
育
し
や
す
い
ス
ペ
ー

ス
」を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
フ
ァ
ミ
サ
ポ
で
の
活
動
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
が
、
自
分
た
ち
が
こ
の
場
所
に

来
て
相
談
で
き
て
、
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た

よ
う
に
、
不
安
を
抱
え
て
い
る
マ
マ
た
ち
が

安
心
し
て
来
れ
る
よ
う
な
場
所
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
で
す
。

■にこ研メンバー
　�これからも子育て中のママたちの応援ができるよ

うな活動をしていきます！
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連載・青少年健全育成シリーズ　第334回

毎月第１日曜日は「家庭の日」
毎月第３日曜日は「青少年を育む日」です。
　　　青少年育成都留市民会議編集委員

  「子どもの夢からみえてくるもの」

　

３
月
の
終
わ
り
に
、
プ
ロ
野
球
選
手
の
イ

チ
ロ
ー
が
引
退
し
た
。
長
い
間
活
躍
し
、「
世

界
中
」の
子
ど
も
た
ち
に
、
大
い
に
夢
を
与

え
て
く
れ
た
ヒ
ー
ロ
ー
だ
っ
た
。

　

野
球
選
手
と
い
え
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
将

来
の
夢
と
し
て
よ
く
あ
げ
ら
れ
る
仕
事
の
一

つ
だ
が
、
今
の
子
ど
も
た
ち
は
将
来
の
夢
と

し
て
ど
ん
な
仕
事
を
あ
げ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
小
学
３
年
生
の
国
語
の
教
科
書
に「
大

人
に
な
っ
た
ら
な
り
た
い
も
の
」と
い
う
資

料
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
引
用
元

の
資
料
に
あ
た
り
、
過
去
20
年
間
の
子
ど
も

た
ち
の「
大
人
に
な
っ
た
ら
な
り
た
い
も
の
」

の
変
化
を
調
べ
て
み
た
。

　

す
る
と
各
年
に
よ
っ
て
順
位
に
変
化
は
あ

る
も
の
の
男
の
子
で
は
上
位
に「
サ
ッ
カ
ー

選
手
、
野
球
選
手
、
学
者
・
博
士
、
警
察
官
・

刑
事
、
大
工
さ
ん
、
食
べ
物
屋
さ
ん
、
お
医

者
さ
ん
」、
女
の
子
で
は「
食
べ
物
屋
さ
ん
、

保
育
園
・
幼
稚
園
の
先
生
、
看
護
師
さ
ん
、

学
校
・
習
い
事
の
先
生
、
お
医
者
さ
ん
、
歌

手
・
タ
レ
ン
ト
、
獣
医
・
飼
育
係
、
お
花
屋

さ
ん
」が
あ
が
っ
て
い
て
、
内
容
に
大
き
な

変
化
は
な
か
っ
た
。

　

男
女
と
も
上
位
に
あ
る
も
の
に
は
、
テ
レ

ビ
や
ネ
ッ
ト
の
動
画
な
ど
に
映
る
各
ス
ポ
ー

ツ
競
技
の
迫
力
、
芸
能
世
界
の
華
や
か
さ
、

困
っ
た
人
を
救
う
医
療
や
警
察
の
か
っ
こ
よ

さ
な
ど
へ
の
憧
れ
が
根
底
に
あ
る
も
の
が
多

か
っ
た
。
ま
た
、
心
の
こ
も
っ
た
お
い
し
い

料
理
や
お
菓
子
を
口
に
し
た
一
瞬
、
き
れ
い

な
花
に
心
な
ご
む
時
、
病
気
や
け
が
で
苦
し

ん
で
い
る
と
き
の
的
確
な
治
療
と
笑
顔
に
ホ

ッ
と
し
た
一
瞬
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
日

ご
と
に
建
物
が
姿
を
現
し
て
い
く
驚
き
、
動

物
の
命
に
ふ
れ
る
喜
び
、
学
び
の
喜
び
と
と

も
に
開
く
新
し
い
世
界
な
ど
、
身
近
な
一
瞬

や
経
験
が
、
子
ど
も
の
憧
れ
に
な
っ
て
い
る

も
の
も
多
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
の
将
来
の

夢
は
時
代
の
流
行
に
影
響
を
受
け
る
こ
と
も

あ
る
が
、
そ
の
根
底
に
は
仕
事
に
対
し
て
の

憧
れ
が
あ
り
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い

る
大
人
が
い
る
こ
と
が
み
え
て
く
る
。
こ
の

二
十
数
年
、
世
の
中
に
は
暗
い
話
が
多
い
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
子
ど
も
の
将
来
の
夢
を

通
し
て
社
会
を
見
て
み
る
と
、
日
本
は
ま
だ

ま
だ
子
ど
も
が
夢
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
で
あ
り
、
大
人
も
が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
を

見
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
子
ど
も
は
親
の
背
中
を
見
て
育
つ
」と
い

わ
れ
る
が
、
イ
チ
ロ
ー
は
ま
さ
に
こ
の
言
葉

を
こ
れ
ま
で
の
野
球
人
生
で
私
た
ち
に
見
せ

て
く
れ
た
。
ま
ず
は
私
た
ち
大
人
が
、
生
き

生
き
と
が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
を
み
せ
て
世
の

中
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
改
め
て

感
じ
て
い
る
。

参
考
資
料

　
「
大
人
に
な
っ
た
ら
な
り
た
い
も
の
」

第
一
生
命

青少年への声かけ・あいさつ運動の推進
『大人も子どももすすんであいさつをしよう』

広報「つる」広告募集！
あなたのお店の広告を広報つるに載せてみませんか？
広報「つる」は、都留市内の各家庭に配布されています
（10,500部発行）ので、多くの方の目に触れます！

問合先：総務課　法制広報担当

広告料金

掲載月は、①1・2月②3・4月③5・6月④7・8月
⑤9・10月⑥11・12月の６パターンとなります。
掲載状況は、下記をご参考としてください。
また、詳細につきましては、ぜひお問い合わせください。

掲載場所 印刷色 金額 /枠 備考
裏面 カラー 20,570 2カ月掲載
内面 2色刷り 10,280 2カ月掲載
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道の駅　つる

営業時間　9時～ 17時
申込・問合先　道の駅つる
　　　　　　　☎（43）1110
　　　　　　　都留市大原８８
http://www.1000nentsuru.com

イ
ベ
ン
ト

山
菜
祭
り

開
催
日　

４
月
29
日（
月
・
祝
）

　
　
　
　
　

～
５
月
６
日（
月
・
祝
）

場　

所　

直
売
所

　

直
売
所
に
て
季
節
の
山
菜
を
販
売
し
ま
す
。

ま
た
、
山
菜
の
天
ぷ
ら
を
試
食
販
売
い
た
し
ま

す
の
で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
日
つ
る
ビ
ー
缶
バ
ッ
チ
プ
レ
ゼ
ン
ト

日　

時　

５
月
５
日（
日
・
祝
）11
時
～

場　

所　

レ
ス
ト
ラ
ン

　

レ
ス
ト
ラ
ン
に
て「
お
子
さ
ま
ラ
ン
チ
」、

「
お
子
さ
ま
カ
レ
ー
」
を
ご
注
文
の
方
に
つ
る

ビ
ー
缶
バ
ッ
チ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
限
定

20
個
で
す
の
で
お
早
目
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

体
験
教
室

◆
青
空
ヨ
ガ
教
室

　

芝
生
広
場
で
青
空
ヨ
ガ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

ヨ
ガ
は
単
な
る
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
で
は
な

く
、
呼
吸
を
深
め
な
が
ら
心
と
体
の
調
和
を
目

指
す
も
の
で
す
。
忙
し
い
毎
日
を
お
過
ご
し
の

み
な
さ
ん
、
青
空
ヨ
ガ
教
室
で
日
頃
の
ス
ト
レ

ス
を
解
消
し
ま
せ
ん
か
。

お
知
ら
せ

臨
時
休
館
及
び
営
業
時
間
の
お
し
ら
せ

臨
時
休
館
日　

５
月
７
日（
火
）

営
業
時
間　

９
時
～
17
時
30
分

地
域
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
団
体
参
加
募
集
中

　

レ
ス
ト
ラ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
楽
器
の
演

奏
会
や
合
唱
会
な
ど
に
出
演
し
て
く
だ
さ
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
！
是
非
こ
の
機
会
に
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
営
利
目
的
で
の
利
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

で
き
ご
と

　

３
月
16
日（
土
）、
17
日（
日
）「
マ
グ
ロ
祭
り
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

惣
菜
コ
ー
ナ
ー

　

ジ
ュ
ー
シ
ー
な
メ
ン
チ
カ
ツ
を
販
売
し
て
い

ま
す
。
ア
ツ
ア
ツ
の
揚
げ
た
て
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
一
度
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

ジ
ュ
ー
シ
ー
メ
ン
チ
カ
ツ

　
　
　
　
　
　
　

１
３
０
円（
税
抜
）

ジ
ュ
ー
シ
ー
メ
ン
チ
カ
ツ
弁
当

　
　
　
　
　
　
　

３
９
８
円（
税
抜
）

◆イベント中はたくさんのお客さまで賑わい
ました。どんぶりのほかにも、マグロのカマ焼
きやあら汁なども絶品でした！

　

神
奈
川
県
三
浦
市
に
あ
る「
海
の
駅
う
ら
り
」

の
ス
タ
ッ
フ
が
マ
グ
ロ
や
関
連
商
品
を
道
の
駅

つ
る
直
売
所
で
販
売
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は

「
マ
グ
ロ
丼
」「
や
ま
か
け
丼
」を
販
売
し
連
日
大

盛
況
で
し
た
。

　

ヨ
ガ
終
了
後
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ヘ
ル
シ
ー
メ

ニ
ュ
ー
を
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
道
の
駅
つ
る
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

日　

時　

５
月
19
日（
日
）11
時
～

金　

額　

２
，１
６
０
円

場　

所　

道
の
駅
つ
る
芝
生
広
場

※
雨
天
時
は
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
食
事
の
み
と
な

り
ま
す
。
そ
の
際
の
参
加
費
は
１
、０
８
０
円

で
す
。

持
ち
物　

タ
オ
ル（
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
貸
出
し
有
）

※
参
加
さ
れ
た
方
全
員
に
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー
「
つ
る
の
お
い
し
い
水
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
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介
護
者
交
流
会

～
在
宅
介
護
の
方
、

一
緒
に
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
～

　

介
護
を
し
て
い
る
方
が
、
お
互
い
に
悩

み
を
相
談
し
、
情
報
交
換
や
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
の
場
と
し
て
、
今
年
度
２
カ
月
に
１

回『
介
護
者
交
流
会
』を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

５
月
28
日（
火
）10
時
～
12
時

場　

所　

�

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留 

２
階 

機
能
訓
練
室

対
象
者　

介
護
を
行
っ
て
い
る
人
（
介
護

認
定
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
）、
介
護
経

験
者
、
介
護
従
事
者
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

※
当
事
者
の
参
加
も
で
き
ま
す
の
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

内　

容

○
介
護
者
の
健
康
づ
く
り

　

�

講
師　

運
動
指
導
士　

浜
田 

純
一

○
懇
親
会

参
加
費　

１
０
０
円　

昼
食
会

　

希
望
者
の
み
終
了
後
に
昼
食
会
を
行
い
ま

す
。
予
約
時
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

時　

間　

12
時
～
13
時
30
分

食
事
代　

６
０
０
円

い
ー
ば
し
ょ
開
催

　

市
内
全
域
か
ら
の
参
加
可
能
な
地
域
の

住
民
や
団
体
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
す
る

身
近
な
高
齢
者
の
居
場
所
で
す
。

禾
生
地
区『
さ
な
え
会
』

日　

程　

５
月
７
、
14
、
21
日（
火
）、

　
　
　
　

29
日（
水
）

時　

間　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　

所　

保
寿
院
内 

以
為
芭
笑

参
加
費　

 

１
カ
月
３
０
０
円

開
地
地
区『
集
寺（
つ
ど
っ
て
ら
ー
）』

日　

程　

５
月
10
、
17
、
24
、
31
日（
金
）

時　

間　

13
時
30
分
～
15
時

場　

所　

真
福
寺
客
殿

参
加
費　

1
回
３
０
０
円

もっと。
ずっと。

元気
問合先　長寿介護課
　　　　地域包括支援センター
　　　　☎（46）5114

認
知
症
カ
フ
ェ

　

本
人
と
家
族
が
く
つ
ろ
い
だ
り
、
情
報

交
換
を
す
る
場
で
す
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
お
お
ば
ら

日　

時　

５
月
９
日（
木
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　

所　

み
ん
な
の
家

参
加
費　

１
０
０
円

申
込
・
問
合
先　

み
ん
な
の
家　

　

☎（
56
）８
２
０
０

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
つ
る

日　

時　

５
月
19
日（
日
）14
時
～
16
時

場　

所　

都
留
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
０
０
円

申
込
・
問
合
先　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎（
56
）５
１
１
７

身近な場所で健康づくりをしてみませんか？
　年齢を重ねると「足腰が痛い。」、「動くことがおっくうになっ
た。」などの理由から出かけることが少なくなり、活動量が減
り、どんどん体や心が衰えていきます。これから先も元気で過
ごすために効果があると言われる『楽しみながら身体を動かす
こと』を地域の仲間と一緒に取り組んでみませんか。
　市では、健康づくりをしたい方、取り組んでみたい地域を募
集します。月に 1回程度、地域の公民館や集会所などに集まり、
体操したり、健康の話をしたりする健康づくりの場を保健師な
どが応援します。
　自分の地域でやってみたいという方は地域包括支援センター
まで、お気軽にご連絡をください。

教室イメージ

体操　運動指導士や理学療法士によ
る体操を行います。

趣味の活動　参加されたみなさんで
手芸や小物づくりをします。

健康講座　保健師などによる健康に
ついてのお話しをします。
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問合先　健康子育て課 健康推進室
　　　　☎（46）5113

健康

づくり　
Ｖｏｌ

.25 タニタ食堂でおなじみの「タニタ」が
あなたの健康を応援しています！

　本市では平成30年7月から生活習慣病のリスクが高い方を対象に、健
康づくり事業「いきいき動かし隊」の取り組みを行っています。
　いきいき動かし隊の参加者は、株式会社タニタヘルスリンクの管理栄養
士によるタニタレシピの調理実習や健康セミナー、また、都留市健康ジム
のスタッフによる運動指導をうけながら、日々の活動状況がわかる活動量
計を身につけ、日常生活の中で楽しみながら健康づくりを行っています。
　現在の参加者53人の成果は表のとおりです。いきいき動かし隊の参加
者の中には、大幅に一日の歩数を増やし、食生活を見直すことによって、
体重や体脂肪の改善が図られています。

対  象  者　市内に住民登録のある 20歳以上74歳以下の方で次の条件を満たしている方
　　　　　①健康診断を受診し、生活習慣（HbA1c、脂質、血圧）の改善が必要な方
　　　　　②医師より運動制限の指示がない方　※ペースメーカー使用の方はご遠慮ください。
　　　　　③継続して 2年間プログラムに参加できる方
募集人数　50人（先着順）
内　　容　①活動量計を身につけ、日々の歩数や消費カロリーなどの計測
　　　　　②日々のデータをもとに、保健師及び管理栄養士などからのアドバイス
　　　　　③株式会社タニタヘルスリンクによる調理実習や健康セミナー、健康ジムでの運動指導（月1回程度）
　　　　　※日程などの詳細については、初回説明会でお知らせします。
参  加  費　年間1,000円（データ管理料など）※２年間で 2,000 円
初回説明会
日　　時　6月30日（日）①10時から　②13時から　（2回実施。内容は同じです。）
場　　所　いきいきプラザ都留
申込方法　5月31日（金）までに、電話でお申し込みください。
　　　　　※定員になり次第締め切らせていただきます。お早めにお申込みください。

体組成計データ（体重・ＢＭＩ・筋肉量・体
脂肪のずれか）改善 10 人 /53 人中

一日の歩数が増えた方 22 人 /53 人中

血液データの（血糖または脂質）が改善した方 35 人 /53 人中

まずは歩数を測ることからはじめて、
今より 1,000 歩増加を目指して
健康づくりを行いましょう。
1,000 歩くのに 10 分！！
今より 1 日プラス 10 分
近くのコンビニへはウォーキングで！

次回のテーマは『子育て相談窓口の紹介』です

今年度新たに 50 人参加者を募集します。
　　あなたもいきいき動かし隊の仲間になりませんか。

健康づくり事業「いきいき動かし隊」の活動状況を報告します。

◆�健康ジムではスタッフによる指導
を受けられるので、参加者ごとに
適した運動ができます。

◆いきいき動かし隊参加者成果

◆�タニタレシピ調理実習では栄養バ
ランスだけではなく美味しい料理
を教えてもらえるので、日々の食
事にも活かすことができます。
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お知らせ

月

＆ 募集

Information

５
お
知
ら
せ

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
！

佐
藤　

雅
子
さ
ん（
再
任
）

　

☎（
43
）８
３
５
３　

田
野
倉

渡
邉　

芳
治
さ
ん（
再
任
）

　

☎（
43
）３
０
２
０　

下
谷

平
井　

勝
典
さ
ん（
新
任
）

　

☎（
43
）７
０
８
５　

田
原

　

平
成
31
年
４
月
１
日
付
け
で
、
法
務

定
式
の
お
礼

　

４
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
水
路
の
堆
積

物
の
除
去
が
、
各
自
治
会
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
に
よ
り
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

除
去
作
業
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
方
々

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

住
み
よ
い
環
境
を
守
る
た
め
、
今
後

も
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
！

加
藤　

敬
次
さ
ん（
再
任
）

　

☎（
43
）６
７
６
１　

上
谷

天
野　

雄
次
さ
ん（
再
任
）

　

☎（
45
）０
４
１
７　

上
谷

三
枝　

泰
子
さ
ん（
再
任
）

　

☎（
43
）４
４
３
５　

鹿
留

　

平
成
31
年
４
月
１
日
付
け
で
、
総
務

大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
毎
月
左
記
の
日

時
で
定
例
の
行
政
相
談
所
を
開
設
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
相
談
は
自
宅
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

日　

時　

毎
月
20
日（
休
・
祝
日
の
場
合

は
翌
開
庁
日
）13
時
～
16
時

問
合
先　

市
民
課 

市
民
窓
口
担
当

全
国
一
斉「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

人
権
擁
護
委
員
法
の
施
行
日
で
あ
る
６

月
１
日
を「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」と
定

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
市
で
は
、
定
例
の
人
権
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　

時　

毎
月
５
日
、
20
日（
休
・
祝
日

の
場
合
は
翌
開
庁
日
）13
時
～
16
時

相
談
担
当
者　

都
留
市
人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容　

い
じ
め
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、
セ
ク
ハ
ラ
問
題
、

東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
人
権
問
題

な
ど
、
人
権
問
題
に
関
す
る
悩
み
ご
と
、

困
り
ご
と
、
心
配
ご
と
な
ど

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す（
予
約
不
要
）。

問
合
先　

市
民
課 

市
民
窓
口
担
当

井
戸
を
設
置
し
て
い
る
方
へ

　
「
都
留
市
地
下
水
保
全
条
例
」が
施
行

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
井
戸
を
所
有
さ

れ
て
い
る
方
に
は
、
井
戸
設
置
の
届
出

を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
既
に

井
戸
を
設
置
し
て
い
る
方
で
、
ま
だ
届

出
を
済
ま
せ
て
い
な
い
方
は
、
そ
の
用

途
に
か
か
わ
ら
ず
、
10
月
１
日（
火
）ま

で
に
必
ず
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
届
出
の
対
象
と
な
る
井
戸
に

つ
い
て
は
、
大
き
さ
や
形
状
、
ま
た
そ

大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。	

問
合
先　

市
民
課 

市
民
窓
口
担
当

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

５
月
11
日（
土
）～
20
日（
月
）春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
実
施
期
間
で
す
！

　

５
月
20
日（
月
）は
、「
交
通
事
故
死
ゼ

ロ
を
目
指
す
日
」で
す
。『
交
通
安
全
パ

レ
ー
ド
』は
、
５
月
18
日（
土
）に
実
施
さ

れ
ま
す
！

４
月
27
日（
土
）～
５
月
６
日（
月
）は
、

春
の
連
休
時
に
お
け
る
交
通
安
全
運
動

実
施
期
間
で
す
！

運
動
の
重
点

①�

子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確

保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

③�

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

⑤
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止（
本
県
重
点
）

　

春
は
新
し
い
ス
タ
ー
ト
の
季
節
で
す

が
、
初
め
て
の
土
地
で
慣
れ
な
い
道
を

運
転
す
る
こ
と
で
事
故
に
遭
遇
す
る
危

険
も
出
て
き
ま
す
。
ま
た
、
開
放
的
な

気
分
で
飲
酒
の
機
会
も
増
え
ま
す
が
、

「
酔
っ
て
い
な
い
か
ら
…
」そ
の
安
易
な

判
断
が
事
故
を
招
く
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

地
域
環
境
課 

市
域
振
興
担
当

第
２
期
都
留
市
空
家
等
対
策

協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

都
留
市
空
家
等
対
策
協
議
会
は
、
空

家
等
対
策
基
本
計
画
の
取
組
状
況
の
検

証
を
は
じ
め
、
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

協
議
を
行
う
組
織
で
す
。
公
募
委
員
の

皆
さ
ま
に
は
、
市
民
の
立
場
か
ら
、
本

市
の
空
き
家
対
策
へ
の
ご
意
見
、
ご
提

案
を
い
た
だ
き
ま
す
。

協
議
会
の
構
成　

学
識
経
験
者
、
各
種

団
体
等
代
表
者
、
公
募
委
員

検
討
内
容

・�

既
存
の
空
き
家
の
対
策（
主
に
活
用
方

法
）に
関
す
る
こ
と

・�

今
後
発
生
が
予
想
さ
れ
る
空
き
家
の

対
策
に
関
す
る
こ
と

・
そ
の
他
、
空
き
家
の
対
策
に
関
す
る
こ
と

応
募
資
格　

空
き
家
問
題
に
関
心
が
あ

り
、
平
日
昼
間（
原
則
）の
会
議
に
出
席

で
き
る
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

（
平
成
31
年
4
月
1
日
現
在
）の
方

募
集
人
員　

２
名（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
選
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

任　

期　

６
月
か
ら
１
年
間

報　

酬　

１
回
の
会
議
に
つ
き
５
、０
０
０

円
の
委
員
報
酬
を
支
給（
会
議
開
催
は
年
３

回
程
度
を
予
定
）

申
込
方
法　

公
募
申
込
書（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）
に
記
入

し
、
５
月
23
日（
木
）ま
で
に
直
接
提
出
、

郵
送（
消
印
有
効
）、
Ｅ
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ

Ｘ（
送
付
書
を
添
付
）の
い
ず
れ
か
の
方

法
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法　

書
類
選
考
、
面
接（
選
考
に

あ
た
っ
て
は
、
男
女
比
、
年
齢
構
成
、

職
業
構
成
、
本
市
の
他
の
協
議
会
な
ど

の
兼
職
状
況
な
ど
を
考
慮
し
ま
す
。）

申
込
・
問
合
先

地
域
環
境
課 

環
境
政
策
担
当

市
立
図
書
館
協
議
会
委
員
募
集

　

図
書
館
法
に
基
づ
き
、
市
立
図
書
館

の
運
営
に
関
す
る
事
項
を
協
議
す
る
た

め
図
書
館
協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

協
議
会
は
、
学
校
教
育
関
係
者
、
社
会

教
育
関
係
者
、
学
識
経
験
者
な
ど
か
ら

教
育
委
員
会
が
選
任
し
、
10
名
程
度
で

構
成
し
ま
す
。

会
議
開
催　

年
２
回
程
度

募
集
人
員　

若
干
名（
市
内
在
住
者
）

任　

期　

７
月
１
日
か
ら
２
年
間

申
込
方
法　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

２
枚
程
度
に「
地
域
に
根
差
し
た
図
書
館

活
動
」と
題
し
て
作
文
し
、
左
記
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　

５
月
31
日（
金
）

申
込
・
問
合
先　

市
立
図
書
館

　

☎（
43
）１
３
２
４

の
用
途（
家
庭
用
、
農
業
用
、
業
務
用
）

に
か
か
わ
ら
ず
、
基
本
的
に
地
下
水
を

利
用
し
て
い
る
も
の
は
す
べ
て
井
戸
と

み
な
し
、
届
出
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※「
都
留
市
地
下
水
保
全
条
例
」は
、
本

市
の
水
道
水
の
１
０
０
％
を
賄
っ
て
い

る
地
下
水
の
水
量
を
保
全
す
る
た
め
、

市
内
に
あ
る
す
べ
て
の
井
戸
に
井
戸
設

置
の
届
出
及
び
許
可
に
つ
い
て
規
定
す

る
も
の
で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
地
域
環
境
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

地
域
環
境
課 

環
境
政
策
担
当

「
ス
ト
ッ
プ
！
！
不
法
電
波
」

　

総
務
省
で
は
、
６
月
１
日
か
ら
10
日

ま
で
を「
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発

強
化
期
間
」と
し
て
、
電
波
を
正
し
く
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
周
知
・
啓
発

活
動
及
び
不
法
無
線
局
の
取
締
り
を
強

化
し
ま
す
。
電
波
は
暮
ら
し
の
中
で
欠

か
せ
な
い
大
切
な
も
の
で
す
。
電
波
の

ル
ー
ル
は
み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

関
東
総
合
通
信
局

○
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害

　

☎
03（
６
２
３
８
）１
９
３
９

○
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

　

☎
03（
６
２
３
８
）１
９
４
５

○
地
デ
ジ
放
送
の
受
信
相
談

　

☎
03（
６
２
３
８
）１
９
４
４
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ご
存
知
で
す
か
？
国
民
年
金

の
任
意
加
入
制
度

　

老
齢
基
礎
年
金（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ

る
年
金
）を
満
額
受
け
取
る
た
め
に
は
、

20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間

保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、
な
り
ま
せ

ん
。
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な

ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が

40
年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か

ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金

に
任
意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
よ
り
、
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た

め
に
は
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
保
険

料
の
免
除
期
間
な
ど
が
原
則
と
し
て
10

年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い

な
い
場
合
は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
任
意

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
た
だ

し
、
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。）

　

な
お
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍

を
持
つ
方
も
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
役
所
ま
た
は
年
金
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
任
意
加
入
中
の
保
険
料
の
納
付
方
法

は
口
座
振
替
と
な
り
ま
す
。

問
合
先　

市
民
課 

保
険
年
金
担
当

日
本
年
金
機
構　

大
月
年
金
事
務
所　

　

☎（
22
）３
８
１
１

工
業
統
計
調
査
に
つ
い
て

　

６
月
１
日
を
基
準
日
と
す
る
２
０
１
９

年
工
業
統
計
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
は
、「
製
造
事
業
所
」を

対
象
に
、
昨
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の

実
績
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

調
査
の
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、

５
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
調
査
票

を
お
配
り
し
ま
す
。
な
お
、
調
査
票
に

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て

は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。
調
査
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

産
業
課 

商
工
観
光
担
当

労
働
保
険
料
と
一
般
拠
出
金

の
申
告
・
納
付
に
つ
い
て

○
労
働
保
険
料
・
一
般
拠
出
金
の
年
度

更
新
手
続
き
は
、
6
月
3
日
か
ら
7
月

10
日
の
間
に
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
法
定
申
告
・
納
付
期
限
内
に
申

告
・
納
付
を
済
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

国
民
生
活
基
礎
調
査
の
実
施

に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
昭
和
61
年
か
ら

毎
年「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」を
全
国
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
保
健
・
医
療
な
ど

に
関
す
る
今
後
の
施
策
の
立
案
に
必
要

な
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
て
い
る
重
要
な
調
査
で
す
。

　

本
年
は
、
平
成
27
年
に
行
わ
れ
た
国

勢
調
査
区
の
中
か
ら
全
国
で
５
、５
３
０

地
区
を
無
作
為
に
抽
出
し
、
そ
れ
ら
の

地
区
の
世
帯
の
方
々
に
６
月
６
日（
木
）

に
世
帯
票
、
健
康
票
及
び
介
護
票
の
調

査
を
、
ま
た
、
７
月
11
日（
木
）に
所
得

票
及
び
貯
蓄
票
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
結
果
は
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
集

計
・
分
析
さ
れ
、
個
人
情
報
と
し
て
の

利
用
や
公
表
に
よ
り
個
人
が
特
定
さ
れ

る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　

調
査
票
は
、
山
梨
県
知
事
に
よ
り
任

命
さ
れ
た
調
査
員
が
配
布
・
回
収
し
ま

す
の
で
、
対
象
と
な
り
ま
し
た
世
帯
の

方
々
に
は
、
こ
の
調
査
の
重
要
性
を
ご

理
解
の
う
え
、
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

山
梨
県
富
士
・
東
部
保
健
所

地
域
保
健
課

　

☎
０
５
５
５（
24
）９
０
３
５

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

年
度
更
新
申
告
書
の
送
付
は
5
月
末
、

申
告
書
受
理
会
は
6
月
中
旬
以
降
を
予

定
し
て
い
ま
す
。（
申
告
書
受
理
会
の
日

程
な
ど
は
、
申
告
書
に
同
封
し
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。）

○
労
災
保
険
率
、
雇
用
保
険
率
及
び
一

般
拠
出
金
率
の
改
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
雇
用
保
険
は
、
①
１
週
間
の
所
定
労

働
時
間
が
20
時
間
以
上
で
あ
り
、
②
31

日
以
上
の
雇
用
見
込
み
が
あ
る
場
合
に

は
、
原
則
と
し
て
適
用
対
象
と
な
り
ま

す
。
平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
65
歳
以

上
の
方
も
雇
用
保
険
の
適
用
対
象
と
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
64
歳
以
上
の
高
年

齢
労
働
者
の
雇
用
保
険
料
免
除
は
、
令

和
２
年
度
か
ら
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
合
先

山
梨
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室　
　
　

　

☎
０
５
５（
２
２
５
）２
８
５
２

都
留
労
働
基
準
監
督
署（
労
災
課
）

　

☎（
43
）２
１
９
５

イ
ベ
ン
ト

マ
ン
デ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

　

み
ん
な
で
わ
く
わ
く
・
ハ
ッ
ピ
ー
な

気
分
に
な
れ
る「
マ
ン
デ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ひ

ろ
ば
」を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

内　

容　

日
本
人
選
手
が
大
活
躍
し
、

人
気
急
上
昇
中
の
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
と
卓

球
を
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
一
緒
に
プ

レ
ー
す
る
予
定
で
す
。

日　

程　

５
月
27
日
、
６
月
10
日
、
24

日
、
７
月
８
日
、
22
日（
月
）

時　

間　

19
時
30
分
～
21
時
30
分

※
受
付
19
時
15
分
～
・
途
中
参
加
可
能

場　

所　

市
民
総
合
体
育
館

参
加
料　

１
回
１
０
０
円（
保
険
料
な
ど
）

持
ち
物　

体
育
館
履
き
・
タ
オ
ル

問
合
先

　

生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

お
茶
壺
道
中
バ
ス
ツ
ア
ー
参

加
者
募
集

　

今
年
も
、
江
戸
幕
府
の
茶
師
と
し
て

現
在
ま
で
家
業
を
続
け
ら
れ
て
い
る
、

京
都
宇
治
の
上
林
春
松
家
に
て
開
催
す

る「
瑞
鶴
受
渡
し
式
」の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

　

１
泊
２
日
の
行
程
の
中
で
、
富
士
の

霊
気
茶 

瑞
鶴
の
受
渡
し
式
の
他
、
初
夏

の
京
都
を
観
光
し
ま
す
。
お
茶
壺
道
中

の
歴
史
に
触
れ
な
が
ら
、
古
都
の
風
情

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日　

程　

７
月
７
日（
日
）～
８
日（
月
）

費　

用　

１
名
３
０
、０
０
０
円

　
（
一
泊
三
食
付　

拝
観
料
等
含
む
）

定　

員　

30
名

申
込
期
限　

６
月
20
日（
木
）

申
込
・
問
合
先

お
茶
壺
道
中
実
行
委
員
会　

磯

　

☎（
43
）３
４
１
８

Ballet Brevis 

発
表
会

　

市
内
を
中
心
に
近
隣
の
市
か
ら
も
た

く
さ
ん
の
子
ど
も
が
在
籍
す
る
ク
ラ

シ
ッ
ク
バ
レ
エ
教
室
で
す
。
ク
ラ
シ
ッ

ク
バ
レ
エ
を
基
礎
と
し
て
レ
ッ
ス
ン
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
芸
術
文
化
を
通

し
て
子
ど
も
た
ち
が
創
造
が
出
来
、
夢

が
持
て
る
未
来
へ
進
め
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
の
練
習
の
成
果
を
ぜ
ひ
ご

裁
判
員
制
度
10
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

日　

時　

５
月
21
日（
火
）13
時
～
16
時
30
分

場　

所　

甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　
（
甲
府
市
中
央
１
―
10
―
７
）

募
集
人
数　

40
名
程
度

※
参
加
無
料
、
先
着
順

内　

容　

模
擬
裁
判
員
体
験
、
法
廷
見

学
、
裁
判
員
経
験
者
な
ど
に
よ
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

申
込
期
間　

５
月
７
日（
火
）～
17
日（
金
）

申
込
・
問
合
先　

甲
府
地
方
裁
判
所
事

務
局
総
務
課
庶
務
係

　

☎
０
５
５（
２
３
５
）１
１
３
３

覧
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　

時　

６
月
２
日（
日
）

　
　
　
　

開
演
15
時
30
分　

開
場
15
時

場　

所　

都
の
杜
う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル

※
全
席
自
由
席
・
入
場
無
料

【
演
目
】

　

第
一
部　

ユ
ニ
オ
ン
ジ
ャ
ッ
ク

　

第
二
部　

く
る
み
割
り
人
形 

全
幕

　
や
ま
び
こ
支
援
学
校
オ
ー
プ

ン
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

　

や
ま
び
こ
支
援
学
校
の
教
育
活
動
に

つ
い
て
、
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
授
業
や
校
内
の
様
子
を
公
開

し
ま
す
。

日　

時　

６
月
６
日（
木
）９
時
45
分
～

12
時（
受
付
開
始
９
時
30
分
）

　

参
加
を
御
希
望
の
方
は
、
５
月
30
日

（
木
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
・
申
込
先　

山
梨
県
立
や
ま
び
こ

支
援
学
校　

相
談
支
援
部（
辻
、
永
井
）

　

 

〒
４
０
９
―
０
５
０
１

　

大
月
市
富
浜
町
宮
谷
１
４
９
７

　

☎（
23
）１
９
４
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ （
23
）１
９
４
６
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消費生活相談 くらしの豆知識
【
事
例
１
】

　

テ
レ
ビ
の
制
作
会
社
を
名
乗
る

人
か
ら
電
話
が
あ
り
、「
所
得
は

５
０
０
万
円
よ
り
上
で
す
か
」
な

ど
と
聞
か
れ
た
が
、「
答
え
ら
れ
な

い
」と
言
っ
て
電
話
を
切
っ
た
。
後

日
警
察
の
協
力
団
体
を
名
乗
る
者

か
ら
、「
テ
レ
ビ
番
組
に
関
し
て
電

話
が
な
か
っ
た
か
。
捜
査
で
押
収

し
た
名
簿
に
名
前
が
登
録
さ
れ
て

い
る
」と
い
う
電
話
が
あ
っ
た
。

　
　
（
当
事
者　

70
歳
代　

女
性
）

【
事
例
２
】

　

消
防
署
の
職
員
を
名
乗
る
人
の

電
話
で
、「
一
人
暮
ら
し
か
」と
聞

か
れ
、「
は
い
」と
答
え
て
し
ま
っ

た
。「
災
害
時
に
す
ぐ
に
救
助
で

き
る
よ
う
に
確
認
し
て
い
る
」
と

言
わ
れ
た
が
不
審
だ
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
当
事
者　

女
性
）

ひ
と
こ
と
助
言

●
実
在
す
る
機
関
や
企
業
、
家
族

を
か
た
り
、
家
族
構
成
や
資
産
状

況
な
ど
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る「
ア

ポ
電
」と
思
わ
れ
る
電
話
に
関
す
る

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
ア
ポ
電
」か
も
…

　

知
ら
な
い
番
号
か
ら
の
電
話
に
出
る
の
は
危
険

●
着
信
番
号
通
知
や
録
音
機
能
を

活
用
し
、
誰
か
ら
の
電
話
か
分

か
っ
た
上
で
電
話
に
出
る
な
ど
し

て
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

●
心
当
た
り
の
な
い
着
信
に
出
て

し
ま
っ
た
場
合
も
、「
○
○
で
す
」

と
自
分
の
名
前
を
名
乗
ら
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。
家
族
構
成
や
資

産
状
況
を
聞
か
れ
た
ら
、
会
話
を

続
け
ず
、
す
ぐ
に
電
話
を
切
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
特
に
高
齢
者
な
ど
に
対
し
て

は
、
家
族
は
も
ち
ろ
ん
地
域
で
も
、

身
近
な
人
を
見
守
り
、
様
子
の
変

化
な
ど
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
ら
、
す

ぐ
に
警
察
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い（
警
察
相

談
専
用
電
話「
＃
９
１
１
０
」、
消

費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン「
１
８
８
」）。

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
見
守
り
新

鮮
情
報
よ
り
）

問
合
先
・
相
談
窓
口

市
民
課 

市
民
窓
口
担
当

　

☎（
46
）０
１
７
０

浄
化
槽
設
置
者
講
習
会

　

浄
化
槽
管
理
者
は
浄
化
槽
の
維
持
管

理
を
適
切
に
行
う
必
要
が
あ
り
、
浄
化

槽
法
に
お
い
て
保
守
点
検
、
清
掃
、
法

定
検
査
を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
浄
化
槽
の
適
切
な
維
持
管

理
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

日　

時　

５
月
29
日（
水
）14
時
～
15
時

場　

所　

南
都
留
合
同
庁
舎
３
階

対
象
者　

浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る

方
、
設
置
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方

受
講
料　

無
料

問
合
先

富
士
・
東
部
林
務
環
境
事
務
所 

環
境
課

　

☎（
45
）７
８
１
１

ぴ
ゅ
あ
富
士

男
子
ご
は
ん『
あ
じ
の
つ
み
れ
汁
・
サ
ー

モ
ン
の
バ
ラ
ち
ら
し
丼
』

日　

時　

５
月
26
日（
日
）10
時
30
分
～
13
時

受
講
料　

１
、０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
お
手

ふ
き
、
筆
記
用
具

無
料
託
児　

あ
り

定　

員　

20
名

女
性
の
権
利
１
１
０
番　

弁
護
士
に
聞

く
あ
な
た
の
お
悩
み
ほ
っ
と
タ
イ
ム

日　

時　

６
月
16
日（
日
）13
時
～
16
時

　
（
相
談
時
間
お
ひ
と
り
30
分
程
度
）

講　

師　

山
梨
県
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士

受
講
料　

無
料

無
料
託
児　

あ
り

対　

象　

15
名

申
込
・
問
合
先　

ぴ
ゅ
あ
富
士

　

☎（
45
）１
６
６
６

県
立
盲
学
校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
の
ご
案
内

　
「
山
梨
県
立
盲
学
校　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス　

２
０
１
９
」を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
年
間
通
し
て
電
話
及
び
メ
ー

ル
に
よ
る
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

日　

時　

６
月
22
日（
土
）９
時
～
14
時

場　

所　

山
梨
県
立
盲
学
校

　
（
甲
府
市
下
飯
田
２
―
10
―
２
）

内　

容　

盲
学
校
の
概
要
説
明
、
校
内

見
学
、
授
業
見
学

対　

象

○
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
幼
児
児
童
生

徒
、
成
人
及
び
保
護
者

○
教
育
・
福
祉
関
係
及
び
視
覚
障
が
い

教
育
に
関
心
の
あ
る
方
　々

○
本
校
へ
の
入
学
を
検
討
し
て
い
る
方

と
そ
の
家
族
及
び
関
係
者　

な
ど

参
加
料　

無
料

申
込
方
法　

６
月
12
日（
水
）12
時
ま
で

に
電
話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先

山
梨
県
立
盲
学
校 

河
西
・
保
坂

　

☎
０
５
５（
２
２
６
）３
３
６
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５（
２
２
６
）３
３
６
２

中
央
公
民
館
学
級
生
募
集

　

富
士
英
会
話
学
級
で
は
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。

日　

時　

５
月
16
日（
木
）、
30
日（
木
）

　

19
時
30
分
～
21
時
30
分

※
６
月
以
降
は
月
２
回
木
曜
日
に
予
定

場　

所　

ふ
る
さ
と
会
館
３
階　

第
４

研
修
室

暮
ら
し
に
役
立
つ
み
ん
な
の
広
場

産
後
女
性
の
骨
盤
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

　

体
の
左
右
差
や
ゆ
が
み
を
改
善
す
る

「
骨
盤
調
整
」で
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

健
康
な
体
作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

日　

時　

５
月
17
日（
金
）10
時
～
11
時
30
分

場　

所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

１
階
交
流
室
和
室

対　

象　

成
人
女
性（
15
名
）

講　

師　

山
田 

依
美（
健
康
運
動
指
導
士
）

受
付
期
間
５
月
８
日（
水
）～
16
日（
木
）

※
定
員
に
達
し
次
第
、
締
切
。

申
込
・
問
合
先

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

自
然
散
策
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

　

世
界
文
化
遺
産
に
な
っ
た
富
士
山
の

構
成
資
産
の
散
策
や
、
自
然
と
触
れ
あ 

い
な
が
ら
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
で
す
。

開
催
日　

５
月
25
日（
土
）

　
（
受
付
８
時
30
分
～
、
雨
天
中
止
）

場　

所　

富
士
北
麓
公
園

対　

象　

小
学
生
以
上　

１
チ
ー
ム
３

～
５
名（
男
女
混
成
可
能
）

※
た
だ
し
、
小
学
生
だ
け
で
構
成
さ
れ

た
チ
ー
ム
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

参
加
料　

１
組
５
０
０
円

申
込
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
、 

メ
ー
ル
ま

た
は
窓
口
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。 
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

申
込
・
問
合
先　

富
士
北
麓
公
園
管
理

事
務
所「
自
然
散
策
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」係

　

〒
４
０
３
―
０
０
０
５

　

富
士
吉
田
市
上
吉
田
５
０
０
０

　

☎
０
５
５
５（
24
）３
６
５
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５
５（
24
）３
３
６
８

　

Ｅ
メ
ー
ル　

hokuroku@
m

fi.or.jp

歯
の
健
康
相
談

　

山
梨
県
歯
科
医
師
会
で
は「
歯
の
健
康

相
談
」の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

６
月
１
日（
土
）14
時
～
16
時

場　

所　

Ｑ
―
Ｓ
Ｔ
Ａ
富
士
急
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
４
階

内　

容　

歯
科
検
診
、
歯
に
関
す
る
相

談
、
要
介
護
者
へ
の
口
腔
ケ
ア
な
ど

費　

用　

相
談
無
料

問
合
先　

お
近
く
の
歯
科
医
院
ま
で

講
座
・
教
室

内　

容　

講
師
と
の
会
話
か
ら
英
会
話

の
上
達
を
目
指
し
ま
す
。
初
心
者
の
方

も
歓
迎
で
す
。

講　

師　

Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）

費　

用　

４
回　

３
、０
０
０
円

※
５
月
開
催
分
は
無
料

申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館　

　

☎（
43
）１
４
５
１

　

☎（
43
）１
３
２
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
43
）１
３
２
２

※
月
曜
日
・
祝
日（
振
替
休
日
含
む
）は

休
館
で
す
。
５
月
２
日（
木
）、
５
日（
日
・

祝
）は
臨
時
開
館
し
ま
す
。
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　　　都留市消防署調べ（　）はその日

都留市の気象
平成31年3月 平成30年3月 10 年間

の平均

最高気温（22）
21.7℃

（29）
25.2℃

 
22.4℃

最低気温（3）
－ 3.0℃

（3）
－ 1.7℃ － 3.7℃

平均気温 7.6℃ 8.7℃ 6.7℃

降水日数 1.0㎜以上
7日

1.0㎜以上
8日

1.0㎜以上
7.4日

降 水 量 65.0㎜ 203.0㎜ 86.5㎜

平均湿度 60％ 61％ 61％

気候も少しずつ暖かく
なってきたね。
みんなはお花見できた
かな？

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
つ
る

義援金について
　市役所などで受け付けている日本赤十字社の義援金の受付期間
は次のとおりとなります。
平成30 年7月豪雨災害義援金      令和元年6月30日まで
北海道胆振東部震災義援金　　令和元年9月30日まで
熊本地震災害義援金　　　　　令和2 年3 月31 日まで
東日本大震災義援金　　　　　令和2 年3 月31 日まで
義援金受付場所
市役所、いきいきプラザ都留、各地域コミュニティセンター、ま
ちづくり交流センター、市立病院、都留文科大学において窓口を
設置しております。

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日

　

甲
府
会
場　

６
月
23
日（
日
）

　

都
留
会
場　

６
月
29
日（
土
）

試
験
種
目　

甲
種
・
乙
種（
全
類
）・
丙
種

願
書
受
付

○
書
面
申
請
※
郵
送
可
能

　

期　

間　

�

５
月
９
日（
木
）～
16
日（
木
）

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）　

８
時
30
分
～
17
時

　

場　

所　

�

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

山
梨
県
支
部

○
電
子
申
請　

　

期　

間　

�

５
月
６
日（
月
）９
時
～
13

日（
月
）17
時

試
験
会
場　

甲
府
会
場　

山
梨
英
和
大
学

　
　
　
　
　

都
留
会
場　

都
留
文
科
大
学

受
験
手
数
料　

甲
種　

６
、５
０
０
円　

 

　
　
　
　
　
　

乙
種　

４
、５
０
０
円 

　
　
　
　
　
　

丙
種　

３
、６
０
０
円

　

受
験
願
書
は
消
防
本
部
及
び
道
志
出

張
所
に
あ
り
ま
す
。

問
合
先

一
般
財
団
法
人 

消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
山
梨
県
支
部

　

☎
０
５
５（
２
５
３
）０
０
９
９

都
留
市
消
防
本
部
消
防
課
・
予
防
担
当

　

☎（
43
）２
３
４
１　

健
康
ジ
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ

運
動
機
能
説
明
会

　

体
の
仕
組
み
や
機
能
を
座
学
で
学
び
、

実
践
も
交
え
て
説
明
し
ま
す
。

日　

時　

５
月
10
日（
金
）

　
　
　
　

11
時
～
12
時
、
19
時
～
20
時

参
加
料　

２
０
０
円

対　

象　

高
校
生
以
上 

各
15
名

キ
ッ
ズ
・
ジ
ュ
ニ
ア
走
り
方
教
室

日　

時　

５
月
12
日（
日
）

　

幼
児
ク
ラ
ス　

10
時
～
11
時

　

小
学
生
ク
ラ
ス　

11
時
～
12
時

参
加
料　

４
０
０
円（
別
途
利
用
料
）

対　

象　

幼
児
、
小
学
生 

各
10
名

ズ
ン
バ
教
室

　

ラ
テ
ン
音
楽
に
合
わ
せ
楽
し
く
、
簡

単
に
踊
り
ま
す
。
有
酸
素
効
果
も
あ
り
、

健
康
ジ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム

産
業
技
術
短
期
大
学
校

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

５
月
開
講
講
座

○�

第
二
種
電
気
工
事
士
筆
記
試
験
準
備

講
座〔
Ⅱ
〕

○
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の
基
礎

○
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

６
月
開
講
講
座

○
Ｉ
o
Ｔ
職
業
訓
練（
基
礎
コ
ー
ス
）

○
ワ
ー
ド
基
礎
○
ワ
ー
ド
応
用

申
込
・
問
合
先　

産
業
技
術
短
期
大
学

校
都
留
キ
ャ
ン
パ
ス

　

☎（
43
）８
９
１
１

　

U
RL　

http://w
w

w
.yitjc.ac.jp

健
康
科
学
大
学

「
看
護
の
日
」イ
ベ
ン
ト

　

県
民
が
看
護
に
つ
い
て
の
理
解
と
関

心
を
深
め
る「
看
護
の
心
」に
ち
な
ん
だ

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
方
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

都
留
文
科
大
学

　

春
の
ム
サ
サ
ビ
観
察
会

　
「
ム
サ
サ
ビ
が
森
の
中
で
ど
の
よ
う
に

暮
ら
し
て
い
る
か
」一
緒
に
観
察
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日　

時　

①
５
月
25
日（
土
）18
時
30
分
〜
20
時

②
５
月
31
日（
金
）18
時
30
分
〜
20
時

集
合
場
所　

都
留
文
科
大
学
地
域
交
流

研
究
セ
ン
タ
ー
（
４
号
館
１
階
）

持
ち
物　

懐
中
電
灯
、
飲
み
物
、
暖
か
い

服
装
、
雨
具（
天
気
や
気
温
の
変
化
、
虫
刺

さ
れ
な
ど
服
装
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

参
加
料　

１
０
０
円（
保
険
料
）

定　

員　

 
20
名（
定
員
達
し
次
第
、
締
切
。）

　

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　

地
域
交
流
研
究
セ
ン

タ
ー
事
務
局

　

☎（
43
）４
３
４
１（
内
線
６
０
６
）

開
催
日　

５
月
18
日（
土
）

会　

場　

健
康
科
学
大
学
桂
川
キ
ャ
ン

パ
ス（
看
護
学
部
）

　
（
都
留
市
四
日
市
場
９
０
９
―
２
）

　

詳
細
は
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

健
康
科
学
大
学
桂
川
キ
ャ
ン

パ
ス（
看
護
学
部
）

　

☎（
43
）６
６
０
０

　

URL　

http://w
w

w
.kenkoudai.ac.jp/

ダ
イ
エ
ッ
ト
や
運
動
不
足
に
最
適
で
す
。

日　

時　

５
月
22
日（
水
）15
時
～
16
時

参
加
料　

４
０
０
円（
別
途
利
用
料
）

対　

象　

高
校
生
以
上 

20
名

キ
ッ
ズ
・
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
教
室

日　

時　

５
月
26
日（
日
）

　

幼
児
ク
ラ
ス　

10
時
～
11
時

　

小
学
生
ク
ラ
ス　

11
時
～
12
時

参
加
料　

４
０
０
円（
別
途
利
用
料
）

対　

象　

幼
児
、
小
学
生 

各
10
名

共
通
問
合
先　

都
留
市
健
康
ジ
ム

　

☎（
45
）４
１
１
１

俳
句
教
室
生
徒
募
集

日　

時　

毎
月
第
３
日
曜
日（
５
月
19
日
、

６
月
16
日
、
７
月
21
日
）13
時
～
15
時

場　

所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

３
階　

会
議
室
３　
　

講　

師　

都
留
俳
句
連
盟
向
上
委
員
会

費　

用　

無
料

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
国
語
辞
典
、
お

持
ち
な
ら
歳
時
記

問
合
先　

向
山　

☎（
43
）８
２
８
９

富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
検
定
講
座

期　

間　

７
月
３
日（
水
）～
（
15
日
間
）

時　

間　

19
時
30
分
～
21
時
30
分

受
講
料　

協
会
会
員　
　

３
０
、０
０
０
円

　
　
　
　

協
会
会
員
外　

４
５
、０
０
０
円

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代

申
込
締
切　

６
月
21
日（
金
）（
定
員
５
名
）

２
級
建
築
施
工
管
理
技
術
検
定
試
験 

受

検
準
備
講
座

期　

間　

８
月
７
日（
水
）～
（
21
日
間
）

時　

間　

18
時
30
分
～
21
時
30
分

受
講
料　

協
会
会
員　
　

６
３
、０
０
０
円

　
　
　
　

協
会
会
員
外　

９
３
、０
０
０
円

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代

対
象
者　

当
該
検
定
受
検
資
格
該
当
者

申
込
締
切　

７
月
31
日（
水
）（
定
員
10
名
）

申
込
・
問
合
先　

富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

　

☎
０
５
５
５（
22
）５
２
１
４
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市内で活躍する「人」・「団体」、市内の「出来事」
などにスポットをあて、ご紹介するコーナーです。

　

３
月
27
日（
水
）、
28
日（
木
）、
三
重
県
伊

勢
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
30
回
都
道
府

県
対
抗
全
日
本
中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

に
山
梨
県
の
代
表
選
手
と
し
て
菊
地 

佑
梨
さ

ん
と
小
宮 

凛
子
さ
ん
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
各
都
道
府
県
か
ら
１
チ
ー
ム
、

開
催
地
か
ら
２
チ
ー
ム
の
計
48
チ
ー
ム
が
出

場
し
、
都
道
府
県
の
代
表
と
し
て
選
ば
れ
た

選
手
た
ち
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

ちびっこ剣士が白熱の試合を繰り広げました！

　

10
月
27
日（
日
）に
開
催
予
定
の「
お
茶
壺

道
中
行
列
」の
採
茶
使
に
、
小
林 

重
雄
さ
ん

が
決
定
し
、
そ
の
任
命
式
が
４
月
12
日（
金
）

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

採
茶
使
は
、
江
戸
時
代
に
徳
川
将
軍
家
御

用
の
お
茶
を
京
都
か
ら
江
戸
へ
運
ぶ
た
め
に

派
遣
し
た
使
者
の
こ
と
で
す
。
小
林
さ
ん
は

お
茶
壺
道
中
行
列
で
、
最
高
責
任
者
と
し

て
、
谷
村
藩
主
に
扮
す
る
堀
内
市
長
に
茶
壺

を
献
上
し
ま
す
。

　

小
林
さ
ん
は
、
６
月
９
日（
日
）に
長
野
県

塩
尻
市
の
奈
良
井
宿
で
行
わ
れ
る
お
茶
壺
道

中
に
も
参
加
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
の「
お
茶
壺
道
中
行
列
」は
、

20
回
目
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お茶壺道中採茶使が小林 重雄さんに決定しました！

ソフトテニス全国大会に県代表として出場しました！

　

４
月
７
日（
日
）、
市
民
総
合
体
育
館
に

お
い
て
市
制
祭
協
賛
剣
道
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
山
梨
県
剣
道
連
盟
都
留
市

部
と
都
留
市
剣
道
連
盟
の
主
催
に
よ
り
市

制
祭
協
賛
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、

当
日
は
市
内
だ
け
で
な
く
富
士
東
部
地
域

で
剣
道
に
励
む
小
中
学
生
が
、
日
々
の
鍛

錬
の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
一
生
懸
命
に

頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
会
長
の
天
野 

雄
次
さ
ん
は「
剣
道
を

通
し
て
、
技
だ
け
で
は
な
く
心
と
体
を
鍛

え
て
も
ら
い
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
糧
に

な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
。
一
人
で
も
多
く
の

子
ど
も
に
剣
道
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て

も
ら
い
た
い
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
に
出
場
し
た
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
！

惜しくも上位進出はなりませんでしたが、今後の活躍を期待しています！
写真左から 2 番目が菊地佑梨さん、4 番目が小宮凜子さんです。
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４
月
14
日（
日
）、
第
４
回
都
留
ア
ル
プ

ス
フ
リ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
市
内
外
か
ら
約
１
２
０
名
も
の

方
々
が
参
加
し
、
谷
村
発
電
所
脇
か
ら
登

山
道
へ
入
っ
て
春
の
山
々
を
歩
き
、
満
開

の
ミ
ツ
マ
タ
の
撮
っ
た
り
、
眼
下
に
広
が

る
都
留
の
街
並
み
を
眺
め
た
り
と
、
思
い

思
い
に
本
市
の
自
然
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
登
山
道
途
中
に
あ
る

楽
山
風
致
公
園
が
、
桜
で
満
た
さ
れ
る
の

を
心
待
ち
に
し
て
い
る
方
も
い
ま
し
た
。

　

次
回
は
秋
に
開
催
予
定
で
す
。
紅
葉
に

染
ま
っ
た
山
々
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

都留アルプスフリーハイキングを開催しました！

　

４
月
13
日（
土
）、
つ
る
倫
理
法
人
会
、
都

留
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
都
留
市
緑
化
推
進

会
議（
都
留
市
後
援
）の
連
携
に
よ
り
、
上
谷

の
都
留
市
楽
山
風
致
公
園
に
１
２
０
本
の
桜

を
植
樹
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
平
成
26
年
度
か
ら
１
，

０
０
０
本
の
植
樹
を
目
標
と
し
て
始
ま
り
、
こ

れ
ま
で
７
０
０
本
の
植
樹
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
や
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

ト
の
子
ど
も
達
を
は
じ
め
、
約
１
０
０
名
の
市

民
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
無
事
、
植
樹

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
植
樹
し
た
木
が
花
を
咲
か
せ
る
の

は
ま
だ
先
の
話
で
す
が
、
１
，
０
０
０
本
の

桜
が
満
開
に
な
る
日
が
今
か
ら
待
ち
遠
し
い

で
す
ね
。

楽山風致公園に桜を植樹しました！

Ｈ31.4.1 現在
　男　 14,873 人  （－63）
　女　 15,391 人  （－198）
　計　 30,264 人  （－261）
世帯数 12,898 世帯（－157)
※（　）内数字は、前月比

都留市の人口

わたくしたち都留市民は
　○健康で明るいまちにいたします。
　○自然を愛し、美しいまちをつくります。
　○文化都市にふさわしい豊かなまちを築きます。
　○たのしく働き、活気ある産業のまちに育てます。
　○たがいに信じ、協力し、平和なまちをつくります。

都留市民憲章５月の納税

固定資産税（第１期・
全期前納）

軽自動車税

都留市ヴァンフォーレサンクスデーが開催されました！
　

４
月
14
日（
日
）、
山
梨
中
銀
ス
タ
ジ
ア
ム

に
て
行
わ
れ
た
明
治
安
田
生
命
Ｊ
２
リ
ー
グ 

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
対
水
戸
ホ
ー
リ
ー

ホ
ッ
ク
の
試
合
で
、
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
都
留
市

サ
ン
ク
ス
デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ン
ク
ス
デ
ー
は
、
山
梨
県
全
域
を

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す
る
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲

府
が「
地
域
密
着
型
ク
ラ
ブ
」の
実
現
に
向
け

て
、
毎
年
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
、
当
日

は
都
留
市
選
抜
の
子
ど
も
た
ち
の
試
合
や
都

留
文
科
大
学
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

に
よ
る
応
援
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
ほ
か
、
選

手
の
皆
さ
ま
へ
本
市
の
特
産
品
の
贈
呈
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

試
合
は
１
対
２
で
惜
し
く
も
敗
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
Ｊ
１
復
帰
へ
戦
い
続
け
る

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
を
応
援
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
！
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広
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つ
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」

〒
402-8501　

都
留

市
上

谷
一

丁
目

１
番

１
号

U
RL：
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w

w
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発

行
：

都
留

市
役

所
　

編
集

：
総

務
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 法
制

広
報

担
当

☎
43－

1111　
E-m

ail:kouhou@
city.tsuru.lg.jp

平成31年4月（2019）

約40年。
両時代の時間経過は、

　

こ
の
写
真
は
、
昭
和
54（
１
９
７
９
）年

に
撮
影
さ
れ
た
、
大
月
警
察
署
都
留
分
庁

舎
の
写
真
で
す
。

　

本
市
に
お
け
る
警
察
署
の
歴
史
は
明
治

６
年
８
月
に
取
締
出
張
所
が
下
谷
村
に
置

か
れ
た
こ
と
に
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
設
置

場
所
、
名
称
は
複
数
回
に
わ
た
り
変
更
さ

れ
て
お
り
、
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
明
治

12
年
に
下
谷
に
谷
村
警
察
署
庁
舎
を
建
設

後
、
昭
和
24
年
に
上
谷
、
そ
し
て
昭
和
45

年
に
再
び
現
在
の
下
谷
に
移
転
し
て
お

り
、
上
谷
に
あ
っ
た
頃
に
は
高
尾
町
か
ら

国
道
に
出
る
道
を
、
地
元
で
は
警
察
横
丁

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　

名
称
に
つ
い
て
も
、
時
代
順
に
谷
村
警

察
署
、
猿
橋
警
察
署
出
張
所
、
南
都
留
郡

警
察
署
、
谷
村
警
察
署
、
谷
村
町
警
察
署
、

都
留
警
察
署
、
大
月
警
察
署
都
留
分
庁
舎

と
い
う
変
遷
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　

変
わ
ら
な
い
よ
う
で
い
て
、
こ
ん
な
に

も
違
う
私
た
ち
の
身
近
な
風
景
。
時
間
の

流
れ
を
感
じ
ま
せ
ん
か
。

ま
ち
は
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
人
も
ま
た
、

変
わ
り
ま
す
。
過
ぎ
去
り
し
日
の
写
真
と
、

現
在
の
写
真
を
並
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

何
か
が
、
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

第105回
「大月警察署都留分庁舎」

都留市役所開庁日のご案内
　月曜日～金曜日
　　8：30 ～ 17：15（祝日は閉庁）
　水曜日は市民課・税務課のみ
　　19：00 まで開庁

広報つるを
スマホへ配信！

今すぐアプリを
ダウンロード！

（iOS、アンドロイド対応）

昭和54年（1979）
写真提供　奥隆行コレクション

ミュージアム都留企画展

没後 30 年 増田 誠
－彩られた追憶の世界－

は５月 19日（日）まで開催
しています。
詳細は本紙 15ページをご覧
ください。
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